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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　一組の利用可能なトーンを用いて周波数分割多重化（ＦＤＭ）通信システムにおいて第
１のセクター及び第２のセクターを含むセクター化された基地局を動作させる方法であっ
て、
　ＦＤＭシンボルの第１の組に関連して第１の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のト
ーンにおいて一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送信す
ることと、
　ＦＤＭシンボルの第２の組に関連して第２の組のトーンを決定することであって、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組の部分組であることと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第２のＦＤＭシンボルに関連する前記第２の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第３の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの第１の組内の第３のＦＤＭシンボルに関連する前記第３の組のトーン
において前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送信す
ることと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第４の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第４のＦＤＭシンボルに関連する前記第４の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止することと、を備える、方法
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。 
【請求項２】
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じであり、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第３の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じである請求項１に記
載の方法。
【請求項３】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第２の組の少なくとも２倍の
数のＦＤＭシンボルを有し、ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第
３の組の少なくとも２倍の数のＦＤＭシンボルを有する請求項１に記載の方法。
【請求項４】
　前記第２のＦＤＭシンボルは、前記第３のＦＤＭシンボルと同じであり、
　トーンの前記第２の組は、トーンの前記第３の組の部分組であり、
　前記第１のＦＭＤシンボルは、前記第４のＦＭＤシンボルと同じであり、
　トーンの前記第４の組は、トーンの前記第１の組の部分組である請求項１に記載の方法
。
【請求項５】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第５の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送
信することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組に関連して第６の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第６のＦＤＭシンボルに関連する前記第６の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第７の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第７のＦＤＭシンボルに関連する前記第７の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第８の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第８のＦＤＭシンボルに関連する前記第８の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止すること、とをさらに備え、
　前記第１及び第２のＦＤＭシンボルは、同じであり、前記第５及び前記第６のＦＤＭシ
ンボルは、同じであり、
　前記第１のＦＤＭシンボル内の前記第１の組のトーンと前記第２の組のトーンの和集合
のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第１の複数のモジュロトーンスペ
ースは、前記第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のトーンと前記第６の組のト
ーンの和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第２の複数のモジュ
ロトーンスペースに等しい請求項１に記載の方法。
【請求項６】
　前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、組（ａ）、組（ｂ）及び組（ｃ）のうち
の１つに等しく、前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、１１３に等しいモジュロ
定数を用いて計算され、
前記組（ａ）＝｛２６、２７、２６、５、２９｝であり、
前記組（ｂ）＝｛２６、１、２６、３１、２９｝であり、
前記組（ｃ）＝｛２、２７、２６、２７、３１｝である請求項５に記載の方法。
【請求項７】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第９の組のトーンを決定することと、
　第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第１のセクターに
電力を送信するのを抑止することと、
　前記第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第２のセクタ
ーに電力を送信するのを抑止することと、をさらに備える請求項１に記載の方法。
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【請求項８】
　一組の利用可能なトーンを用いて周波数分割多重化（ＦＤＭ）通信システムにおいて動
作するための第１のセクター及び第２のセクターを含むセクター化された基地局であって
、
　ＦＤＭシンボルの第１の組に関連して第１の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のト
ーンにおいて一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送信す
るための手段と、
　ＦＤＭシンボルの第２の組に関連して第２の組のトーンを決定するための手段であって
、ＦＤＭシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組の部分組である手段
と、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第２のＦＤＭシンボルに関連する前記第２の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第３の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第３のＦＤＭシンボルに関連する前記第３の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第４の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第４のＦＤＭシンボルに関連する前記第４の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止するための手段と、を備える
、セクター化された基地局。 
【請求項９】
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じであり、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第３の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じである請求項８に記
載のセクター化された基地局。
【請求項１０】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第２の組の少なくとも２倍の
数のＦＤＭシンボルを有し、ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第
３の組の少なくとも２倍の数のＦＤＭシンボルを有する請求項８に記載のセクター化され
た基地局。
【請求項１１】
　前記第２のＦＤＭシンボルは、前記第３のＦＤＭシンボルと同じであり、トーンの前記
第２の組は、トーンの前記第３の組の部分組であり、
　前記第１のＦＭＤシンボルは、前記第４のＦＭＤシンボルと同じであり、
　トーンの前記第４の組は、トーンの前記第１の組の部分組である請求項８に記載のセク
ター化された基地局。
【請求項１２】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第５の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送
信するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組に関連して第６の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第６のＦＤＭシンボルに関連する前記第６の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第７の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第７のＦＤＭシンボルに関連する前記第７の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第８の組のトーンを決定するための手段と、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第８のＦＤＭシンボルに関連する前記第８の組のト
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ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止するための手段と、をさらに
備え、
　前記第１及び第２のＦＤＭシンボルは、同じであり、前記第５及び前記第６のＦＤＭシ
ンボルは、同じであり、
　前記第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のトーンと前記第２の組のトーンの
和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第１の複数のモジュロトー
ンスペースは、前記第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のトーンと前記第６の
組のトーンの和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第２の複数の
モジュロトーンスペースに等しい請求項８に記載のセクター化された基地局。
【請求項１３】
　前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、組（ａ）、組（ｂ）及び組（ｃ）のうち
の１つに等しく、前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、１１３に等しいモジュロ
定数を用いて計算され、
前記組（ａ）＝｛２６、２７、２６、５、２９｝であり、
前記組（ｂ）＝｛２６、１、２６、３１、２９｝であり、
前記組（ｃ）＝｛２、２７、２６、２７、３１｝である請求項１２に記載のセクター化さ
れた基地局。
【請求項１４】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第９の組のトーンを決定するための手段と、
　第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第１のセクターに
電力を送信するのを抑止するための手段と、
　前記第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第２のセクタ
ーに電力を送信するのを抑止するための手段と、をさらに備える請求項８に記載のセクタ
ー化された基地局。
【請求項１５】
　一組の利用可能なトーンを用いて周波数分割多重化（ＦＤＭ）通信システムにおいて第
１のセクター及び第２のセクターを含むセクター化された基地局を動作させる方法を実行
するための命令を具体化したコンピュータによって読み取り可能な媒体であって、前記方
法は、
　ＦＤＭシンボルの第１の組に関連して第１の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のト
ーンにおいて一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送信す
ることと、
　ＦＤＭシンボルの第２の組に関連して第２の組のトーンを決定することであって、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組の部分組であることと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第２のＦＤＭシンボルに関連する前記第２の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第３の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第３のＦＤＭシンボルに関連する前記第３の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第４の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第４のＦＤＭシンボルに関連する前記第４の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止することと、を備える、コン
ピュータによって読み取り可能な媒体。 
【請求項１６】
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じであり、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第３の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じである請求項１５に
記載のコンピュータによって読み取り可能な媒体。
【請求項１７】
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　ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第２の組の少なくとも２倍の
数のＦＤＭシンボルを有し、ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第
３の組の少なくとも２倍の数のＦＤＭシンボルを有する請求項１５に記載のコンピュータ
によって読み取り可能な媒体。
【請求項１８】
　前記第２のＦＤＭシンボルは、前記第３のＦＤＭシンボルと同じであり、トーンの前記
第２の組は、トーンの前記第３の組の部分組であり、
　前記第１のＦＭＤシンボルは、前記第４のＦＭＤシンボルと同じであり、トーンの前記
第４の組は、トーンの前記第１の組の部分組である請求項１５に記載のコンピュータによ
って読み取り可能な媒体。
【請求項１９】
　前記方法は、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第５の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送
信することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組に関連して第６の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第６のＦＤＭシンボルに関連する前記第６の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第７の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第７のＦＤＭシンボルに関連する前記第７の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第８の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第８のＦＤＭシンボルに関連する前記第８の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止することと、をさらに備え、
　前記第１及び第２のＦＤＭシンボルは、同じであり、前記第５及び前記第６のＦＤＭシ
ンボルは、同じであり、
　前記第１のＦＤＭシンボル内の前記第１の組のトーンと前記第２の組のトーンの和集合
のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第１の複数のモジュロトーンスペ
ースは、前記第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のトーンと前記第６の組のト
ーンの和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第２の複数のモジュ
ロトーンスペースに等しい請求項１５に記載のコンピュータによって読み取り可能な媒体
。
【請求項２０】
　前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、組（ａ）、組（ｂ）及び組（ｃ）のうち
の１つに等しく、前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、１１３に等しいモジュロ
定数を用いて計算され、
前記組（ａ）＝｛２６、２７、２６、５、２９｝であり、
前記組（ｂ）＝｛２６、１、２６、３１、２９｝であり、
前記組（ｃ）＝｛２、２７、２６、２７、３１｝である請求項１９に記載のコンピュータ
によって読み取り可能な媒体。
【請求項２１】
 前記方法は、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第９の組のトーンを決定することと、
　第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第１のセクターに
電力を送信するのを抑止することと、
　前記第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第２のセクタ
ーに電力を送信するのを抑止すること、とをさらに備える請求項１５に記載のコンピュー
タによって読み取り可能な媒体。
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【請求項２２】
　一組の利用可能なトーンを用いて周波数分割多重化（ＦＤＭ）通信システムにおいて動
作するために第１のセクター及び第２のセクターを含むセクター化された基地局を動作さ
せるための無線通信デバイスであって、
　方法を実行するように構成されたプロセッサであって、前記方法は、
　ＦＤＭシンボルの第１の組に関連して第１の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のト
ーンにおいて一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送信す
るために指定することと、
　ＦＤＭシンボルの第２の組に関連して第２の組のトーンを決定することであって、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組の部分組であることと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第２のＦＤＭシンボルに関連する前記第２の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第３の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第３のＦＤＭシンボルに関連する前記第３の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信するために指定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第４の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第４のＦＤＭシンボルに関連する前記第４の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止することと、を備える、プロ
セッサ、を備える、無線通信デバイス。 
【請求項２３】
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じであり、ＦＤ
Ｍシンボルの前記第３の組は、ＦＤＭシンボルの前記第１の組と同じである請求項２２に
記載の無線通信デバイス。
【請求項２４】
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第２の組の少なくとも２倍の
数のＦＤＭシンボルを有し、ＦＤＭシンボルの前記第１の組は、ＦＤＭシンボルの前記第
３の組の少なくとも２倍の数のＦＤＭシンボルを有する請求項２２に記載の無線通信デバ
イス。
【請求項２５】
　前記第２のＦＤＭシンボルは、前記第３のＦＤＭシンボルと同じであり、トーンの前記
第２の組は、トーンの前記第３の組の部分組であり、
　前記第１のＦＭＤシンボルは、前記第４のＦＭＤシンボルと同じであり、トーンの前記
第４の組は、トーンの前記第１の組の部分組である請求項２２に記載の無線通信デバイス
。
【請求項２６】
　前記方法は、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第５の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第１のセクターに送
信するために指定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組に関連して第６の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第２の組内の第６のＦＤＭシンボルに関連する前記第６の組のト
ーンにおいて前記第１のセクターに電力を送信するのを抑止することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第７の組のトーンを決定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組内の第７のＦＤＭシンボルに関連する前記第７の組のト
ーンにおいて前記一組の既知のシンボルを予め決められた電力で前記第２のセクターに送
信するために指定することと、
　ＦＤＭシンボルの前記第３の組に関連して第８の組のトーンを決定することと、
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　ＦＤＭシンボルの前記第３の組内の第８のＦＤＭシンボルに関連する前記第８の組のト
ーンにおいて前記第２のセクターに電力を送信するのを抑止することと、をさらに備え、
　前記第１及び第２のＦＤＭシンボルは、同じであり、前記第５及び前記第６のＦＤＭシ
ンボルは、同じであり、
　前記第１のＦＤＭシンボルに関連する前記第１の組のトーンと前記第２の組のトーンの
和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第１の複数のモジュロトー
ンスペースは、前記第５のＦＤＭシンボルに関連する前記第５の組のトーンと前記第６の
組のトーンの和集合のすべての隣接する対のモジュロ隣接トーン間における第２の複数の
モジュロトーンスペースに等しい請求項２２に記載の無線通信デバイス。
【請求項２７】
　前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、組（ａ）、組（ｂ）及び組（ｃ）のうち
の１つに等しく、前記第１の複数のモジュロトーンスペースは、１１３に等しいモジュロ
定数を用いて計算され、
前記組（ａ）＝｛２６、２７、２６、５、２９｝であり、
前記組（ｂ）＝｛２６、１、２６、３１、２９｝であり、
前記組（ｃ）＝｛２、２７、２６、２７、３１｝である請求項２６に記載の無線通信デバ
イス。
【請求項２８】
　前記方法は、
　ＦＤＭシンボルの前記第１の組に関連して第９の組のトーンを決定することと、
　第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第１のセクターに
電力を送信するのを抑止することと、
　前記第９のＦＤＭシンボルに関連する前記第９の組のトーンにおいて前記第２のセクタ
ーに電力を送信するのを抑止すること、とをさらに備える請求項２２に記載の無線通信デ
バイス。
【請求項２９】
　少なくとも前記第１の組のトーンの指標を格納するために前記プロセッサに接続された
メモリデバイスをさらに備える請求項２２に記載の無線通信デバイス。

【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、無線通信システムを対象とするものである。本発明は、より具体的には、無
線通信システムにおける雑音の特性を明確化することを対象とするものである。
【背景技術】
【０００２】
　無線通信システム、例えばセルラーシステム、においては、無線システムを動作させる
際にはチャネル状態が１つの重要な考慮事項である。無線通信システム内においては、基
地局（ＢＳ）は、複数の無線端末（ＷＴ）、例えばモードノード、と通信する。無線端末
が基地局のセル内の異なる所在位置に移動するのに応じて、例えば雑音及び干渉のレベル
が変化することに起因して基地局と無線端末との間の無線通信チャネルの状態が変化する
ことがある。無線端末の受信機によって経験される雑音及び干渉は、背景雑音、自己雑音
、及びセクター間干渉を含むことがある。背景雑音は、基地局の送信電力レベルから独立
した雑音として分類することができる。しかしながら、自己雑音及びセクター間干渉は、
基地局の送信電力レベル、例えば１つ以上のセクター内における送信電力、に依存する。
【０００３】
　通信チャネルの状態を評価するために典型的に用いられる一方法は、典型的には送信資
源のうちの小さい割合において送信される信号であり、一般的には単一の一定の電力レベ
ルで送信される既知の（予め決められた）シンボルを備えるパイロット信号を基地局が送
信する方法である。無線端末は、パイロット信号を測定し、信号対雑音比（ＳＮＲ）等の
スカラー比又は同等の評価基準の形でＢＳに報告する。雑音／干渉が送信された信号に依
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存しない、例えば、背景雑音が圧倒的であり、自己雑音及びセクター間干渉の寄与度が有
意でない場合においては、無線端末における受信されたＳＮＲが信号送信電力に応じてど
のように変化するかをＢＳが予測する上では該単一のスカラー評価基準だけで十分である
。これで、基地局は、使用される特定の誤り訂正コーディング方式及び変調に関して、無
線端末において受け入れ可能な受信ＳＮＲを達成させるために要求される最低の送信電力
レベルを決定することができる。しかしながら、総雑音／干渉が信号送信電力に依存する
有意な成分、例えば隣接するセクター内における基地局送信からのセクター間干渉、を含
む場合は、１つの固定された強度レベルのパイロット信号からＳＮＲを入手する共通の技
術は不十分である。該場合においては、この共通して用いられる技術によって入手された
情報、例えば単一の送信電力レベルでのＳＮＲ、は、ＢＳがＷＴにおける受信されたＳＮ
Ｒを信号送信電力の関数として正確に予測する上で不十分でありさらに不適切である。受
信されたＳＮＲを基地局信号送信電力レベルに関連させる無線端末の関数の解を基地局が
求めることができるようにするために、追加のチャネル品質情報が生成され、無線端末に
よって収集され、基地局に中継される必要がある。無線端末の通信チャネルに関する該関
数を入手することによって、基地局のスケジューラは、使用された特定のコーディングレ
ート、誤り訂正コード、及び変調に関する受信されたＳＮＲの受け入れ可能なレベルを知
っており、該当する電力レベルを有するチャネルにおいて無線端末にセグメントを効率的
に割り当て、それによって受け入れ可能なＳＮＲを達成し、浪費される送信電力を制限し
、及び／又は全体的な干渉レベルを低下させることが可能である。
【０００４】
　上記の説明に基づき、特に多セクター無線通信システムにおいては、無線端末によって
受信された信号ＳＮＲを基地局によって送信された電力の関数として入手する上で十分な
情報を基地局に提供する、チャネル品質を測定、評価および報告する新たな及び斬新な装
置及び方法が必要である。さらに、改良された及び／又はより多様なチャネル品質の測定
をサポートするために、自己雑音及びセルのその他のセクターからの干渉の解析を容易に
することができる新しいパイロット信号パターン、系列及び／又はパイロット信号送信電
力レベルが望ましい。
【発明の概要】
【０００５】
　例えば異なる信号パイロット送信電力レベルの使用を通じて複数のチャネル品質測定を
容易にする改良されたパイロット信号系列が説明される。様々な実装においては、送信さ
れたパイロット系列は、パイロット信号測定が行われているセクターと同じトーンを例え
ば同期化された形で用いているセルのその他のセクターからの干渉寄与度を決定するのを
容易にする。
【０００６】
　異なるセクターがほぼ同じ電力を用いて同時にトーンにおいて送信する場合は、送信電
力はセクター内において遭遇する雑音量に影響を及ぼすため、その他のセクターからの信
号は、干渉である一方で、自己雑音と同様又は同じであるとみることができる。
【０００７】
　近隣セクターからの雑音寄与を測定するために、セクターＮＵＬＬパイロット、例えば
ゼロ電力を有するパイロット、が、隣接セクターにおいて、受信されたパイロット信号の
測定が行われるセクターにおいて予め選択された、従って既知のゼロでない電力を有する
パイロット信号が送信されるのと同時に送信される。幾つかの実施形態においては、背景
雑音の測定を容易にするためにセルＮＵＬＬがサポートされる。セルＮＵＬＬの場合は、
セルの全セクターは、背景雑音を測定するために用いられるトーンにおいてヌルパイロッ
トを送信する。該セル内においては、測定中は該トーンにおいて電力が送信されないため
、該トーン上のいずれの測定された信号も、セル間干渉を含む可能性がある雑音、例えば
背景雑音、に起因させることができる。
【０００８】
　パイロット系列及び信号測定は、無線端末（ＷＴ）、及びチャネル状態フィードバック
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情報を前記ＷＴから受信するＢＳが、前記ＷＴに関するダウンリンク受信ＳＮＲを信号に
依存する雑音が存在する場合における信号送信電力の関数として予測するのを可能にする
メカニズムを提供する。個々のＷＴからのフィードバックは、通常は、単一のＳＮＲ値と
反対にＷＴ当たり少なくとも２つのチャネル品質指標値を含み、前記２つのチャネル品質
指標値の各々は、異なる関数を用いて生成される。２つのチャネル品質指標値生成器関数
のうちの１つは、第１の既知の送信電力を有する受信されたパイロット信号に対応する第
１のパイロット信号測定値を入力として有する。前記２つのチャネル品質指標値生成器関
数のうちの第２の１つは、前記第１の既知の送信電力と異なる第２の既知の送信電力を有
する他の受信されたパイロット信号に対応する第２のパイロット信号測定値を入力として
有する。ソフトウェアモジュールとして又はハードウェア回路として実装できる第１及び
第２のチャネル品質指標値生成器関数の各々は、直前において説明された入力の追加の入
力を有することもできる。
【０００９】
　異なる関数を用いて生成されるＷＴ当たり少なくとも２つのチャネル品質指標値を含む
個々のＷＴからのフィードバックは、基地局（ＢＳ）が、受信機において要求される各々
のＳＮＲに依存して異なる、例えば最低の、信号電力で異なるＷＴに送信するのを可能に
する。ＢＳによって送信される総電力は、典型的には既知であるか又は固定されているが
、異なるＷＴに割り当てられる割合は異なることができ及び経時で変化することができる
。ＷＴ受信機において、受信された信号電力の関数としての総雑音の依存性は、“雑音特
性線”と呼ばれる直線によってモデル化することができる。雑音特性線は、一般的には原
点を通らないため、この線の特性を明確化する上で単一のスカラーパラメータは十分でな
い。この線を決定するには少なくとも２つのパラメータが要求される。
【００１０】
　基地局は、ダウンリンクにおいてパイロット信号を送信する。異なる強度レベルのパイ
ロット信号を送信することによって、無線端末に関する雑音特性線を決定することができ
る。一般的には、第１の点を得るために第１のパイロット信号が第１の電力レベルで送信
され、第２のデータ点を得るために第１の電力レベルと異なる第２の電力レベルの第２の
パイロット信号が送信される。幾つかの実施形態においては、第２の電力レベルはゼロで
あることができる。上記のパイロット信号方式は、全方向性アンテナを用いるセル、すな
わち１つのセクターのみを有するセル、において用いることができる。
【００１１】
　ＳＮＲは、セクター化されたセルラー環境における信号送信電力の関数として決定され
る。１つのセクター化方法においては、セルの異なるセクターの各々は、セクターの各々
において送信するために送信資源(例えば、周波数帯域)全体又はほぼ全体を用いることが
できる。各セクターから送信される総電力は、典型的には固定されているか又は既知であ
るが、異なるＷＴは、異なる電力を有する信号を受信することができる。セクター間の隔
離は、完全ではないため、１つのセクターにおいて送信された信号は、その他のセクター
にとっての雑音（干渉）になる可能性がある。さらに、セクターの各々が、所定の自由度
（例えば時間スロット）において同一の又はほぼ同一の信号電力を送信する（又は異なる
セクター間で固定された比率で信号電力を送信する）ことを強制される場合は、所定のセ
クター内のＷＴに対するその他のセクターからの干渉は、信号に依存する雑音又は自己雑
音の特性を有する。このことは、ＯＦＤＭ多元接続システムにおいて異なるセクターが所
定の自由度、例えばトーン、で同一の又は比例的な電力を送信することを強制される実施
形態において発生する信号電力に伴ってその他のセクターからの干渉が増大するときに特
に当てはまる。
【００１２】
　ＷＴにおける総雑音がＢＳによるＷＴへの信号の電力に依存することの特性を明確化す
るために、異なる予め決められた及び既知の強度レベルの正規のパイロット（ｒｅｇｕｌ
ａｒ　ｐｉｌｏｔ）が基地局から無線端末に送信される。異なるセクターが、少なくとも
幾つかのパイロットを同じトーンにおいて同時に送信するように制御することができ、し
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ばしば制御される。異なるセクターが、セクターの各々においてトーンで送信されたパイ
ロット信号に関する異なる予め決められた送信電力レベルを用いるようにしばしば制御さ
れる。例えば、時間Ｔ１にトーン１において、第１のセクターは、第１の電力レベルでパ
イロット信号を送信するように制御することができ、隣接セクターは、トーン１において
第２の電力レベルでパイロット信号を同じ時間Ｔ１に送信するように制御され、前記第２
の電力レベルは、前記第１の電力レベルと異なる。
【００１３】
　ＷＴにおける総雑音がＢＳによってそのＷＴに送信された信号の電力に依存することの
特性を明確化するために“セルヌルパイロット”が正規のパイロットともに用いられる。
セルヌルパイロットは、セルのいずれのセクターも電力を送信しないダウンリンク資源（
自由度）である。これらの自由度において測定された雑音は、ＷＴにおける信号から独立
した雑音の推定を提供する。正規のパイロット（又は単にパイロット）は、セルの各セク
ターが固定された又は予め決められた電力を用いて既知のシンボルを送信する資源（自由
度）である。従って、パイロットにおいて測定された雑音は、セクター間干渉を含み、信
号に依存する雑音を含む総雑音の推定を提供する。
【００１４】
　セクターヌルパイロットは、セクター化されたセルラー無線システムにおいて、例えば
ＷＴが２つのセクターの境界に所在するときにＷＴにおける雑音を推定するために用いる
ことができ、該境界に存在するＷＴが他方のセクターから何の干渉も受けないようにこれ
らのセクター間のスケジューリングが調整される。セクターヌルパイロットは、セル内の
１つのセクターが信号エネルギーを送信せず、残りの又は隣接するセクターが正規の、例
えばゼロでないパイロットを送信するダウンリンク資源であることができる。
【００１５】
　より一般的には、例えばセルのセクターの部分組がダウンリンク資源において信号を送
信せず残りのセクターが正規のパイロットを送信する場合のように、その他の型のセクタ
ーヌルパイロットを定義することができる。さらに、より一般的には、セクター間におけ
る調整されたスケジューリングは、ＷＴがその他のセクターから受ける干渉を低減させる
ためにＢＳが幾つかのセクターにおける送信電力を低減させる（ただし必ずしも排除しな
い）ようにすることができる。幾つかの場合には、隣接するセクターにおいて、トーンに
おいてパイロット信号を送信するセクターに対してデータが該トーンにおいて送信される
。
【００１６】
　ＷＴは、様々な正規の強度パイロット及び／又は様々なヌルパイロット型の助けを借り
て、受信機における雑音を、様々な状態下においてそのＷＴに送信された信号の電力の関
数として推定することができる。この情報は、オムニセル環境及びセクター化されたセル
環境の両方において異なるＷＴに送信するために用いられる電力をＢＳが決定するのを可
能にするためにＷＴからＢＳに通信される。先行技術とは異なり、チャネル品質情報は、
単一のスカラー値ではなく、背景雑音に加えて自己雑音及び／又はセクター間雑音の影響
を反映させるために用いることができる２つ以上の値を含む。
【００１７】
　ＯＦＤＭに基づくセルラー無線システムに関しては、パイロットは、固定された又は予
め決められた電力で指定されたトーン（及び指定されたシンボル時間）において基地局に
よって送信される既知のシンボルを含み、ヌルパイロットは、典型的には、空の状態の、
すなわちゼロの送信電力を有する、トーンである。
【００１８】
　本明細書においては“オムニセル”と呼ばれる、全方向性アンテナ配備において用いら
れる実施形態においては、ＷＴは、パイロットの送信電力に依存する雑音を含むすべての
雑音／干渉源を含む、パイロットトーンにおけるＳＮＲを測定する。さらに、ＷＴは、前
記セルヌルパイロットトーンを用いて前記雑音も測定する。受信されたパイロット電力と
この雑音測定値の比を求めることは、信号から独立した雑音／干渉に制限されたＳＮＲを
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与える。ＷＴは、これらの２つのＳＮＲ値、又は統計数字の何らかの同等の組合せを前記
ＢＳに送信して戻す。
【００１９】
　指向性セクターアンテナを有するセクター化配備の実施形態においては、単一のセルが
複数のセクターに分割され、これらの複数のセクターの一部又は全部は、１の周波数再利
用に対応する同じ周波数帯域（自由度）を共有していることができる。この状況において
は、前記セルヌルパイロットに加えて、セクターヌルパイロットがすべてのセクターでは
なく前記セクターの部分組内に存在することができ、さらに、１つのセクター内のヌルパ
イロットトーンがその他のセクターの一部又は全部におけるパイロットトーンと時間／周
波数同期化されるような形のパイロットトーンに関するパターンも与える。このことは、
セクターの異なる組合せからの干渉を含む２つ以上の信号対雑音比をＷＴが測定するのを
許容する。逆方向リンクにおいては、ＷＴは、ＢＳがＷＴにおけるこれらの受信されたＳ
ＮＲレベルの推定を基地局の送信電力の関数として行うのを可能にする一組のＳＮＲ関連
の統計数字を報告する。ＢＳは、報告されたチャネル品質値を用いて、ＷＴにおいて希望
されるＳＮＲを達成させるために送信するための電力レベルを決定する。
【００２０】
　無線端末は、異なる第１及び第２の予め選択された、従って既知の、電力レベルにおい
て送信された少なくとも２つの異なる受信されたパイロット信号の測定を行う。前記２つ
の電力レベルは、例えば固定された非ゼロ電力レベル及びゼロの送信電力レベルであるこ
とができるが、その他の電力レベルの組合せが可能であり、１つの電力レベルがゼロ電力
レベルであるように要求する強制的な要求は存在しない。前記第１の受信されたパイロッ
ト信号を測定することから得られた値は、第１のチャネル品質指標値を生成するための第
１の関数によって処理される。前記第２の受信されたパイロット信号を測定することから
得られた前記第２の測定された信号値は、前記第１の関数と異なる第２の関数によって処
理され、第２のチャネル品質指標値が生成される。前記第１及び第２のチャネル品質指標
値は、無線端末から基地局に送信される。幾つかの実施形態においては、前記チャネル品
質指標値は、単一のメッセージで送信され、その他の実施形態においては、これらの前記
チャネル品質指標値は、別個のメッセージで送信される。前記チャネル品質指標値は、例
えばＳＮＲ値又は電力値であることができる。従って、前記第１及び第２のチャネル品質
指標値は、両方ともＳＮＲ値であることができ、両方とも電力値であることができ、又は
１つがＳＮＲ値で、１つが電力値であることができる。その他の型の値をチャネル品質指
標値として用いることもでき、ＳＮＲ及び電力値は典型例である。
【００２１】
　幾つかの実施形態においては、ＷＴは、セクター境界に関する自己の所在位置を決定し
、この所在位置情報を基地局に報告する。前記所在位置情報は、基地局に報告される。前
記報告された所在位置情報は、通常は、前記２つのチャネル品質指標値の追加情報であり
、別個のメッセージとして時々送信される。しかしながら、幾つかの場合においては、前
記所在位置情報は、前記２つのチャネル品質指標値と同じメッセージで送信される。
【００２２】
　幾つかの実施形態の方法及び装置の数多くの追加の特長、利益及び実施形態が以下の発
明を実施するための形態において説明される。
【図面の簡単な説明】
【００２３】
【図１】送信機及び受信機を示す単純化された概略図である。
【図２】典型的無線セルラーシステムを示した図である。
【図３】雑音が送信された信号電力に依存する例を示した図である。
【図４】受信された電力対総雑音を示した、典型的雑音特性線の例を示した図である。
【図５】データトーン、非ゼロパイロットトーン、及びヌルパイロットトーンを例示する
電力対周波数のグラフを示した図である。
【図６】雑音が信号から独立している、信号に依存する雑音が信号に等しい、及び信号に
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依存する雑音が信号よりも小さい３つの事例に関する、信号に依存する及び信号から独立
した雑音を含む無線端末によって受信されたＳＮＲであるＳＮＲ１と、信号に依存する雑
音を含まない無線端末によって受信されたＳＮＲであるＳＮＲ０との間の関係を例示した
グラフである。
【図７】非ゼロパイロットトーン、セクターヌルパイロットトーン、及びセルヌルパイロ
ットトーンを例示する３セクターＯＦＤＭ実施形態に関する典型的シグナリングを示した
図である。
【図８】非ゼロパイロット、セクターヌルパイロット、及びセルヌルパイロットのトーン
ホッピング例を例示した図である。
【図９】セクター境界情報側面に関する３セクター実施形態における典型的無線端末に関
する３つの状況を例示した図である。
【図１０】４つ以上のセクターを含むセルの事例に関して繰り返される３つのセクター型
を用いる方式を例示した図である。
【図１１】典型的通信システムを例示した図である。
【図１２】典型的基地局を例示した図である。
【図１３】典型的無線端末を例示した図である。
【図１４】セルの複数のセクターにおいてパイロットトーンを同期化された形で送信する
ステップを例示した図である。
【図１５】パイロット信号送信電力情報を伴う典型的パイロットトーン送信を例示した図
である。
【図１６】パイロット信号送信電力情報を伴う典型的パイロットトーン送信を例示した図
である。
【図１７】パイロット信号送信電力情報を伴う典型的パイロットトーン送信を例示した図
である。
【図１８】単一のシンボル送信期間中における１０の異なるトーンでの信号の送信を示す
チャートを例示した図である。
【図１９】典型的無線端末の動作を例示した流れ図である。
【図２０】典型的基地局の動作を例示した流れ図である。
【図２１】追加の特長及び／又は典型的実施形態を開示した図である。
【図２２】追加の特長及び／又は典型的実施形態を開示した図である。
【図２３】追加の特長及び／又は典型的実施形態を開示した図である。
【図２４Ａ】無線通信システムにおけるビーコンシグナリングに関する方法を例示する流
れ図である。
【図２４Ｂ】無線通信システムにおけるビーコンシグナリングに関する方法を例示し、前
記方法は、図 ２４Ａに関して示される方法に従うことができる流れ図である。
【図２５Ａ】無線通信システムにおけるビーコンシグナリングのためのモジュールを例示
するブロック図である。
【図２５Ｂ】無線通信システムにおけるビーコンシグナリングのためのモジュールを例示
するブロック図である。
【発明を実施するための形態】
【００２４】
　本明細書において説明される方法及び装置は、１つ以上の多セクターセルを用いる無線
通信システムにおいて用いるのに非常に適する。図１１は、示される単一のセル１１０４
を有する典型的システム１１００を例示するが、システムは、該セル１１０４を数多く含
むことができ、そしてしばしば含むことが理解されるべきである。各セル１１０４は、複
数のＮのセクターに分割され、ここで、Ｎは１よりも大きい正の整数である。システム１
１００は、各セル１１０４が３つのセクター、すなわち、第１のセクターＳ０　１１０６
、第２のセクターＳ１　１１０８、及び第３のセクターＳ２　１１１０に細分される事例
を例示する。セル１１０４は、Ｓ０／Ｓ１セクター境界１１５０と、Ｓ１／Ｓ２セクター
境界１１５２と、Ｓ２／Ｓ０セクター境界１１５４と、を含む。セクター境界は、複数の
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セクター、例えば隣接セクター、からの信号がほぼ同じレベルで受信され、受信機が所在
するセクターからの送信と隣接セクターからの送信を区別するのを困難にすることがある
境界である。セル１１０４においては、複数のエンドノード（ＥＮ）、例えばモバイルノ
ード等の無線端末（ＷＴ）、は、基地局（ＢＳ）１１０２と通信する。２つのセクター（
Ｎ＝２）及び４つ以上のセクター（Ｎ＞３）を有するセルも可能である。セクターＳ０　
１１０６においては、複数のエンドノードＥＮ（１）１１１６、ＥＮ（Ｘ）１１１８が無
線リンク１１１７、１１１９をそれぞれ介して基地局１　１１０２に結合される。セクタ
ーＳ１　１１０８においては、複数のエンドノードＥＮ（１’）１１２０、ＥＮ（Ｘ’）
１１２２が無線リンク１１２１、１１２３をそれぞれ介して基地局１　１１０２に結合さ
れる。セクターＳ２　１１１０においては、複数のエンドノードＥＮ（１’’）１１２４
、ＥＮ（Ｘ’’）１１２６が無線リンク１１２５、１１２７をそれぞれ介して基地局１　
１１０２に結合される。基地局１１０２は、パイロット信号を複数の電力レベルでＥＮ１
１１６、１１１８、１１２０、１１２２、１１２４、１１２６に送信し、３つのセクター
間には様々な予め決められた及び既知のレベルのパイロット信号の送信の同期化が存在す
る。
【００２５】
　エンドノード、例えばＥＮ（１）１１１６、は、フィードバック情報、例えばチャネル
品質指標値、を基地局１１０２に報告し、基地局１１０２が無線端末によって受信された
ＳＮＲを基地局によって送信された信号電力の関数として決定するのを可能にする。基地
局１１０２は、ネットワークリンク１１１４を介してネットワークノード１１１２に結合
される。ネットワークノード１１１２は、ネットワークリンク１１２９を介してその他の
ネットワークノード、例えば、中間ノード、その他の基地局、ＡＡＡノード、ホームエー
ジェントノード、等、及びインターネットに結合される。ネットワークノード１１１２は
、セル１１０４の外部のインタフェースを提供し、従って前記セル内において動作中のＥ
Ｎは、セル１１０４の外部のピアノードと通信することができる。セル１１０４内のＥＮ
は、セル１１０４のセクター１１０６、１１０８、１１１０内を移動することができ又は
他の基地局に対応する他のセルに移動することができる。ネットワークリンク１１１４及
び１１２９は、例えば光ファイバケーブルであることができる。
【００２６】
　図１２は、典型的基地局（ＢＳ）１２００を例示する。基地局１２００は、図１１の典
型的通信システム１１００において示される基地局１１０２をより詳細に表したものであ
る。基地局１２００は、受信機１２０２及び送信機１２０４にそれぞれ結合されたセクタ
ー化されたアンテナ１２０３、１２０５を含む。受信機１２０２は、復号器１２１２を含
み、送信機１２０４は、符号器１２１４を含む。基地局１２００は、Ｉ／Ｏインタフェー
ス１２０８と、プロセッサ、例えばＣＰＵ、１２０６と、メモリ１２１０と、も含む。送
信機１２０４は、セクター化された送信アンテナ１２０５を介して同期化された形で複数
のセクター内にパイロット信号を送信するために用いられる。受信機１２０２、送信機１
２０４、プロセッサ１２０６、Ｉ／Ｏインタフェース１２０８、及びメモリ１２１０は、
様々な要素がデータ及び情報を交換することができるバス１２０９を介してひとつに結合
される。Ｉ／Ｏインタフェース１２０８は、基地局１２００をインターネット及びその他
のネットワークノードに結合する。
【００２７】
　メモリ１２１０は、ルーチン１２１８と、データ／情報１２２０と、を含む。ルーチン
１２１８は、プロセッサ１２０６によって実行されたときに、本明細書において説明され
る機能を基地局１２００に実行させる。ルーチン１２１８は、通信ルーチン１２２２と、
受信信号処理ルーチン１２６０と、基地局制御ルーチン１２２４と、を含む。受信信号処
理ルーチン１２６０は、受信された信号、例えばＷＴ報告メッセージ、からチャネル品質
指標値を抽出するチャネル品質指標値抽出モジュール１２６２と、受信されたメッセージ
からＷＴ位置情報を抽出するための位置情報抽出モジュール１２６４と、を含む。位置情
報は、幾つかの実施形態においては、セクター境界に関するＷＴの位置を示す。抽出され
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たチャネル品質指標値、例えばＳＮＲ又は電力値、は、ＷＴに送信された信号に関する送
信電力を計算する際に用いるために送信電力計算ルーチン１２２６に提供される。基地局
制御ルーチン１２２４は、スケジューラモジュール１２２５と、送信電力計算ルーチン１
２２６と、パイロット信号生成及び送信制御ルーチンを含むシグナリングルーチン１２２
８と、を含む。
【００２８】
　データ／情報１２２０は、データ１２３２と、パイロットホッピングシーケンス情報１
２３４と、無線端末データ／情報１２４０と、を含む。データ１２３２は、受信機の復号
器１２１２からのデータ、送信機の符号器１２１４に送信されるデータ、中間処理ステッ
プの結果、等を含むことができる。パイロットホッピングシーケンス情報１２３４は、電
力レベル情報１２３６と、トーン情報１２３８と、を含む。電力レベル情報は、パイロッ
トトーンホッピングシーケンス内において、様々な強度のパイロットを生成するために異
なるトーンに適用される異なる電力レベルを定義する。これらのパイロット値は、送信前
に、例えば予め選択された固定値に設定され、ＢＳ１２００及びＢＳ１２００によって交
信されるセル内のＷＴの両方に知られている。トーン情報１２３８は、各端末ＩＤ　１２
４６に関する各セクターに関するパイロットトーンホッピングシーケンス内において、い
ずれのトーンを特定の強度レベルのパイロットトーンとして用いなければならないか、い
ずれのトーンがセクターヌルトーンでなければならないか、及びいずれのトーンがセルヌ
ルトーンでなければならないかを定義する情報を含む。無線端末データ／情報１２４０は
、セル内において動作中の各無線端末に関するデータ情報、ＷＴ１情報１２４２、ＷＴ　
Ｎ情報１２５４の組を含む。各組の情報、例えばＷＴ１情報１２４２、は、データ１２４
４と、端末ＩＤ１２４６と、セクターＩＤ１２４８と、チャネル品質指標値１２５０と、
セクター境界位置情報１２５２と、を含む。データ１２４４は、ＷＴ１から受信されたユ
ーザーデータと、ＷＴ１と通信中のピアノードに送信されるユーザーデータと、を含む。
端末ＩＤ　１２４６は、ＷＴ１に割り当てられている、基地局によって割り当てられた識
別番号であり、予め決められた時間における様々な強度パイロット信号を含む特定のパイ
ロットトーンホッピングシーケンスが、各特定の端末ＩＤ　１２４６に対応する基地局に
よって生成される。
【００２９】
　セクターＩＤ　１２４８は、ＷＴ１が３つのセクターＳ０、Ｓ１、Ｓ２のうちのいずれ
において動作中であるかを識別する。チャネル品質指標値１２５０は、ＷＴ１によってチ
ャネル品質報告メッセージにおいて基地局に搬送されて基地局が予想される受信されたＷ
Ｔ１　ＳＮＲレベルを基地局送信信号電力の関数として計算するために用いることができ
る情報を含む。チャネル品質指標値１２５０は、基地局によって送信された様々な強度パ
イロット信号に関してＷＴ１によって行われる測定からＷＴ１によって導き出される。セ
クター境界位置情報１２５２は、ＷＴ１がセクター境界の近くに存在していて高レベルの
干渉を経験していることを検出しているかどうかを識別する情報と、ＷＴ１がいずれのセ
クター境界の近くに位置するかを識別する情報と、を含む。この情報は、ＷＴ１によって
送信されてＢＳによって受信された位置フィードバック情報から入手又は導き出される。
チャネル品質指標値１２５０及びセクター境界位置情報１２５２は、ＷＴ１から基地局１
２００へのチャネル品質フィードバック情報を表し、基地局１２００とＷＴ１との間にお
ける１つ以上のダウンリンクチャネルに関する情報を提供する。
【００３０】
　通信ルーチン１２２２は、基地局１２００が様々な通信動作を行い、様々な通信プロト
コルを実装するように制御するために用いられる。例えば、通信ルーチン１２２２は、通
信プロトコル／基準、例えば、マイクロ波アクセスに関する世界的相互運用性（ＷｉＭＡ
Ｘ）、赤外線データ協会（ＩｒＤＡ）等の赤外線プロトコル、短距離無線プロトコル／技
術、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）プロトコル、ウル
トラワイドバンド（ＵＷＢ）プロトコル、家庭内無線周波数（ＨｏｍｅＲＦ）、共有無線
アクセスプロトコル（ＳＷＡＰ）、無線イーサネット（登録商標）製品互換性推進協議会
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（ＷＥＣＡ）等の広帯域技術、ワイヤレスフィデリティアライアンス（Ｗｉ－Ｆｉアライ
アンス）、８０２．１１ネットワーク技術、公衆交換電話網技術、インターネット等の公
共異種通信ネットワーク、プライベート無線通信ネットワーク、陸上移動無線ネットワー
ク、符号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）、ユニバー
サル移動体通信システム（ＵＭＴＳ）、高度携帯電話サービス（ＡＭＰＳ）、時分割多元
接続（ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤ
ＭＡ）、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）、単一搬送波（１Ｘ）無線送信技術（
ＲＴＴ）、ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　ｄａｔａ　ｏｎｌｙ（ＥＶ－ＤＯ）技術、汎用パケット
無線サービス（ＧＰＲＳ）、エウンハンストデータＧＳＭ環境（ＥＤＧＥ）、高速ダウン
リンクデータパケットアクセス（ＨＳＰＤＡ）、アナログ及びデジタル衛星システム、及
び、無線通信ネットワーク及びデータ通信ネットワークのうちの少なくとも１つにおいて
用いることができるその他の技術／プロトコル、を実装するための通信インタフェース構
成要素、例えばシリアルポート、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、パラレルポート
、及び有線及び／又はエアインタフェース構成要素、を含むことができるが、これの通信
インタフェース構成要素に限定されない。
【００３１】
　基地局１２００が基地局の基本機能、例えば信号の生成と受信、スケジューリング、を
行うように制御するため、及び本明細書において説明され、異なる送信強度レベルにおけ
るパイロット信号の生成、無線端末によって報告された情報の受信及び処理及び使用を含
むステップを実装するために用いられる基地局制御ルーチン１２２４。シグナリングルー
チン１２２８は、無線端末への又は無線端末からの信号、例えばデータトーンホッピング
シーケンスに後続するＯＦＤＭ信号、を生成及び検出する送信機１２０４及び受信機１２
０４を制御する。パイロット信号生成及び送信制御ルーチンは、パイロットホッピングシ
ーケンス情報１２３４を含むデータ／情報１２２０を用いて各セクターに関する特定のパ
イロットトーンホッピングシーケンスを生成する。電力レベル情報１２３６に含まれるパ
イロットトーン、及び各セクター内の各パイロットに関する特定のパイロットトーンを特
定の時間に受信するために選択された特定のトーンの電力レベルは、パイロット信号生成
及び送信制御ルーチン１２３０の指示下において調整及び制御される。このルーチン１２
３０は、例えば１５乃至１７において示されるようにパイロットトーンの送信を制御する
。異なるパイロットトーンの送信を担当する個々の処理命令、例えばソフトウェアコマン
ド、は、図１５乃至１７において説明及び示されるパイロットトーンシーケンスを基地局
が送信するように制御するためにまとまって動作する別個の手段であると解釈することが
できる個々の構成要素又はモジュールである。送信電力を制御する一方で、例えば送信周
波数、及び／又はシンボル送信時間の点で、セルのセクター間での様々な型のパイロット
信号の送信を調整及び／又は同期化することは、様々なレベルの送信されたパイロットト
ーン、例えば既知の予め決められた固定されたレベルのパイロットトーン、セクターヌル
パイロットトーン、及びセルヌルパイロットトーン、を受信する無線端末がチャネル品質
指標値１２５０を入手する、例えば測定された信号値から計算する、のを可能にする。
【００３２】
　正規の（非ヌル）パイロットトーン、セクターヌルパイロットトーン、及びセルヌルパ
イロットトーンは、通常どおりに送信されるデータトーンをパンチスルー（ｐｕｎｃｈ　
ｔｈｒｏｕｇｈ）するか又は取って代わることができる。スケジューリングモジュール１
２２５は、送信スケジューリング及び／又は通信資源割り当てを制御するために用いられ
る。スケジューラ１２２５は、一側面により、各無線端末の受信されたＳＮＲを基地局に
よって送信された信号電力の関数として示す情報を供給することができる。該情報は、チ
ャネル品質指標値１２５０から導き出され、チャネルセグメントをＷＴに割り当てるため
にスケジューラによって用いることができる。このことは、ＢＳ１２００が、ＷＴに提供
するために選択された特定のデータレート、コーディング方式、及び／又は変調に関する
受信されたＳＮＲの要求を満たす上で十分な送信電力を有するチャネルにおいてセグメン
トを割り当てることを可能にする。
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【００３３】
　図１３は、典型的無線端末１３００を例示する。無線端末１３００は、無線エンドノー
ド、例えばモバイルノード、として用いることができる。無線端末１３００は、図１１の
典型的通信システム１１００において示されるＥＮ１１１４、１１１６、１１１８、１１
２０、１１２２、１１２４をより詳細に表したものである。無線端末１３００は、各要素
がデータ及び情報を交換することができるバス１３１０を介してひとつに結合された受信
機１３０２と、送信機１３０４と、プロセッサ、例えばＣＰＵ、１３０６、と、メモリ１
３０８と、を含む。無線端末１３００は、受信機及び送信機１３０２、１３０４にそれぞ
れ結合される受信機アンテナ及び送信機アンテナ１３０３、１３０５を含む。受信機１３
０２は、復号器１３１２を含み、送信機１３０４は、符号器１３１４を含む。プロセッサ
１３０６は、メモリ１３０８内に格納された１つ以上のルーチン１３２０の制御下にあり
、無線端末１３００に本明細書において説明されるように動作させる。
【００３４】
　メモリ１３２０は、ルーチン１３２０と、データ／情報１３２２と、を含む。ルーチン
１３２０は、通信ルーチン１３２４と、無線端末制御ルーチン１３２６と、を含む。例え
ば、通信ルーチン１３２４は、
通信プロトコル／基準、例えば、マイクロ波アクセスに関する世界的相互運用性（ＷｉＭ
ＡＸ）、赤外線データ協会（ＩｒＤＡ）等の赤外線プロトコル、短距離無線プロトコル／
技術、Ｂｌｕｅｔｏｏｔｈ（登録商標）技術、ＺｉｇＢｅｅ（登録商標）プロトコル、ウ
ルトラワイドバンド（ＵＷＢ）プロトコル、家庭内無線周波数（ＨｏｍｅＲＦ）、共有無
線アクセスプロトコル（ＳＷＡＰ）、無線イーサネット製品互換性推進協議会（ＷＥＣＡ
）等の広帯域技術、ワイヤレスフィデリティアライアンス（Ｗｉ－Ｆｉアライアンス）、
８０２．１１ネットワーク技術、公衆交換電話網技術、インターネット等の公共異種通信
ネットワーク技術、プライベート無線通信ネットワーク、陸上移動無線ネットワーク、符
号分割多元接続（ＣＤＭＡ）、広帯域符号分割多元接続（ＷＣＤＭＡ）、ユニバーサル移
動体通信システム（ＵＭＴＳ）、高度携帯電話サービス（ＡＭＰＳ）、時分割多元接続（
ＴＤＭＡ）、周波数分割多元接続（ＦＤＭＡ）、直交周波数分割多元接続（ＯＦＤＭＡ）
、グローバル移動体通信システム（ＧＳＭ）、単一搬送波（１Ｘ）無線送信技術（ＲＴＴ
）、ｅｖｏｌｕｔｉｏｎ　ｄａｔａ　ｏｎｌｙ（ＥＶ－ＤＯ）技術、汎用パケット無線サ
ービス（ＧＰＲＳ）、エウンハンストデータＧＳＭ環境（ＥＤＧＥ）、高速ダウンリンク
データパケットアクセス（ＨＳＰＤＡ）、アナログ及びデジタル衛星システム、及び、無
線通信ネットワーク及びデータ通信ネットワークのうちの少なくとも１つにおいて用いる
ことができるその他の技術／プロトコル、を実装するための通信インタフェース構成要素
、例えば、シリアルポート、ユニバーサルシリアルバス（ＵＳＢ）、パラレルポート、及
び有線及び／又はエアインタフェース構成要素、を含むことができるが、これの通信イン
タフェース構成要素に限定されない。
【００３５】
　無線端末制御ルーチン１３２６は、パイロット信号測定モジュール１３３０と、チャネ
ル品質指標値生成モジュール１３３２と、セクター境界位置決定モジュール１３３１と、
チャネル品質指標値送信制御モジュール１３３３と、を含むシグナリングルーチン１３２
８を含む。データ／情報１３２２は、ユーザーデータ１３３４、例えば無線端末１３００
からピアノードに送信される情報、と、ユーザー情報１３３６と、パイロットシグナリン
グ情報１３５０と、を含む。ユーザー情報１３３６は、測定された信号値情報１３３７と
、品質指標値情報１３３８と、セクター境界位置情報１３４０と、端末ＩＤ情報１３４２
と、基地局ＩＤ情報と、チャネル報告情報１３４６と、を含む。パイロットシグナリング
情報１３５０は、ホッピングシーケンス情報１３５２と、電力レベル情報１３５４と、ト
ーン情報１３５６と、を含む。測定された信号値情報１３３７は、パイロット信号測定モ
ジュール１３３０の制御下において行われた、受信されたパイロット信号の振幅及び位相
のうちの少なくとも１つの測定から入手された測定信号値を含む。品質指標値情報１３３
８は、チャネル品質指標値生成モジュール１３３２からの出力を含む。チャネル品質指標
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値情報１３３８は、基地局に送信されたときには、基地局がＷＴによって受信されたＳＮ
Ｒを送信された信号電力の関数として決定するのを可能にすることができる。セクター境
界位置情報１３４０は、無線端末がセクター境界領域内に所在する、例えば無線端末が高
いセクター間干渉レベルを経験中であることを識別する情報と、２つの隣接するセクター
のうちのいずれが境界領域セクターであるかを識別する情報と、を含む。基地局は、セク
ター境界情報を用いて、セクター間干渉を低減させるために送信電力をオフにすべき隣接
セクター内のチャネルを識別することができる。チャネル報告情報１３４６は、入手され
た品質チャネル（ｑｕａｌｉｔｙ　ｃｈａｎｎｅｌ）指標値１３３８又はチャネル品質指
標値１３３８の一部分を含み、さらにセクター境界位置情報１３４０を含むこともできる
。チャネル報告情報１３４６は、各品質指標値に関する個々のメッセージを用いて又は単
一のメッセージ内に含まれている品質指標値のグループを用いて構造化することができる
。メッセージは、専用チャネルにおいて予め決められた時間に周期的に送出することがで
きる。端末ＩＤ情報１３４２は、基地局のセルラーカバレッジエリア内において動作中に
無線端末１３００に適用される基地局によって割り当てられた識別を表す。基地局ＩＤ情
報１３４４は、基地局専用の情報、例えばホッピングシーケンス内のスロープ値、を含み
、さらにセクター識別情報を含むこともできる。
【００３６】
　パイロットホッピングシーケンス情報１３５２は、所定の基地局に関して、基地局ＩＤ
情報１３４４を用いて、パイロット信号について評価するためにいずれのトーン１３５６
をいずれの時間に、例えばＯＦＤＭシンボル時間に測定すべきかを識別する。パイロット
信号電力レベル情報１３５４は、パイロットトーンホッピングシーケンス１３５２に含ま
れる割り当てられたパイロット信号トーン１３５６におけるパイロット信号の送信レベル
を無線端末に識別する。パイロット信号電力レベル情報１３５４は、セクター及びセルヌ
ルパイロットトーンを識別することもできる。
【００３７】
　通信ルーチン１３２４は、無線端末１３００が様々な通信動作を行い、様々な通信プロ
トコルを実装するように制御するために用いられる。
【００３８】
　無線端末制御ルーチン１３２６は、無線端末１３００の基本機能を制御する。無線端末
シグナリングルーチン１３２８は、受信機１３０２、送信機１３０４、信号の生成及び受
信の制御を含む無線端末シグナリングの基本機能を制御し、パイロット信号の測定、品質
指標値の生成、及びチャネル品質指標値の送信を含む無線端末の動作を制御する。パイロ
ット信号測定モジュール１３３０は、基地局ＩＤ情報１３４４、ホッピングシーケンス情
報１３５２、及びトーン情報１３５６によって識別された、受信されたパイロット信号の
測定を制御する。パイロット信号測定ルーチン１３３０は、測定された各パイロット信号
に対応する測定された信号値を生成するためにパイロット信号の振幅及び位相のうちの少
なくとも１つを測定する。チャネル品質指標値生成モジュール１３３２は、電力推定モジ
ュール１３６１と、ＳＮＲ推定モジュール１３６２と、を含む。チャネル品質指標値生成
モジュール１３３２は、パイロット信号測定モジュール１３３０から出力された測定され
た信号値１３３７を用いる関数に従って品質指標値を生成する。モジュール１３３２は、
第１及び第２のチャネル品質指標値関数を実装するための第１及び第２の組の命令を含み
、前記第１及び第２の関数は異なる。電力推定モジュール１３６１は、プロセッサ１３０
６が受信されたパイロット信号内に含まれる受信された電力を推定するように制御するた
めのソフトウェア命令を含む。ＳＮＲ推定モジュール１３６２は、プロセッサ１３０６が
受信されたパイロット信号の信号対雑音比を推定するように制御するためのソフトウェア
命令を含む。セクター境界位置決定モジュール１３３１は、セクター境界に対する無線端
末１３００の位置を受信された信号に含まれる情報から決定する。セクター境界位置決定
モジュール１３３１は、無線端末がいずれの隣接セクター境界により近いか及びいずれの
隣接セクターがＷＴ１３００に関してより高い干渉レベルを引き起こしているかを区別す
ることもできる。セクター境界位置決定モジュール１１３１から出力された情報は、セク
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ター境界位置情報１３４０に含められる。
【００３９】
　チャネル品質指標値送信制御ルーチン１３３３は、基地局への品質チャネル値指標情報
及びセクター境界情報の送信を制御する。チャネル品質指標値送信制御ルーチン１３３３
は、メッセージ生成モジュール１３３５を含む。メッセージ生成モジュール１３３５は、
チャネル品質指標値を通信するために用いられるメッセージを生成するために機械によっ
て実行可能な命令を用いるプロセッサ１３０６を制御する。メッセージ生成モジュール１
３３５は、単一のチャネル品質指標値を有するメッセージを生成するか又は少なくとも２
つのチャネル品質指標値を単一のメッセージ内に含めることができる。メッセージ生成モ
ジュール１３３５は、位置情報、例えばセクター境界位置情報１３４０、を含むメッセー
ジを生成するか又はチャネル品質指標値を含むメッセージ内に該情報を組み入れることも
できる。前記メッセージは、メッセージ生成モジュール１３３５によって生成され、チャ
ネル品質指標値送信制御モジュール１３３３の制御下で送信される。第１及び第２の値に
対応するメッセージは、送信目的でインターリービング、例えば交互させることができる
。チャネル品質指標値送信制御モジュール１３３３は、幾つかの実施形態においてはチャ
ネル品質指標値を搬送することを専用とする通信チャネルセグメントを用いて周期的にメ
ッセージを送信する。モジュール１３３３は、基地局によってＷＴ１３００専用とされる
予め選択された専用時間スロットに対応するように送信時間を制御し、それによってその
他の無線端末が専用時間スロットを用いないようにすることができる。
【００４０】
　図１は、送信機１０１及び受信機１０３を示す単純化された概略図である。送信機１０
１は、例えば基地局１２００の送信機１２０４であることができ、受信機１０３は、例え
ば無線端末１３００の受信機１３０２であることができる。システム１１００等の通信シ
ステムにおいては、送信機１０１は、受信機１０３にデータを送信するための適切な方法
に関する選択を行う必要がしばしばある。前記選択は、誤り訂正符号の符号レート、変調
配置、及び送信電力レベルを含むことができる。一般的には、賢明な選択を行うためには
、送信機１０１が送信機１０１から受信機１０３への通信チャネルに関する知識を有する
ことが望ましい。図１は、送信機１０１がデータトラフィック１０２を順方向リンク１０
５で受信機１０３に送信する典型的システム１００を示す。受信機１０３から送信機１０
１への逆方向リンク１０７において、受信機１０３は、順方向リンクのチャネル状態１０
６を送信機１０１に報告する。送信機１０１は、報告されたチャネル状態情報１０６を用
いてそのパラメータを送信のために適切に設定する。
【００４１】
　図２は、送信機がアンテナ２０５を有する基地局（ＢＳ）２０１内に含まれ、受信機が
アンテナ２０７を有する無線端末（ＷＴ）２０３、例えば移動端末又は固定端末、内に含
まれ、基地局２０１がダウンリンクチャネル２０８で無線端末２０３に情報を通信するの
を可能にする典型的な無線セルラーシステム２００を示す。ＢＳ２０１は、パイロット信
号２０９をしばしば送信し、パイロット信号２０９は、典型的には送信資源のわずかな部
分において送信され、一般的には一定の電力で送信される既知の（予め決められた）シン
ボルを備える。ＷＴ２０３は、受信されたパイロット信号２０９に基づいてダウンリンク
チャネル状態２１３を測定し、アップリンクチャネル２１５においてチャネル状態２１３
をＢＳ２０１に報告する。チャネル状態２１３は、フェージング及びドップラー効果に起
因して経時でしばしば変化するため、チャネル状態２１３が時間とともに変化するのに応
じてＷＴ２０３が該チャネル状態を追跡及び報告できるようにするためにＢＳ２０１がパ
イロット２０９を頻繁にさらには連続的に送信することが望ましい。ＷＴ２０３は、受信
された信号強度及びパイロット信号２０９における雑音と干渉に基づいてダウンリンクチ
ャネル状態２１３を評価することができる。雑音と干渉の組合せは、本明細書においては
“雑音／干渉”又は時々単に“雑音”と呼ばれる。先行技術においては、このタイプの情
報は、通常は、単一のスカラー比、例えば信号対雑音比（ＳＮＲ）又は同等の評価基準、
の形で報告される。雑音／干渉が送信された信号に依存していない理想的な事例において
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は、該単一のスカラー評価基準は、通常は、受信されたＳＮＲが信号送信電力に応じてど
のように変化するかを予測するためにＢＳ２０１において要求されるすべての評価基準で
ある。該事例においては、ＢＳ２０１は、単一の受信された値から送信を目的として選択
するコーディング及び変調に関する正確な（最小の）送信電力を決定することができる。
残念なことに、多くの実際の無線通信環境、例えば多セクター事例、においては、送信さ
れた信号から生じた雑音は、異なる送信電力レベルに関する正確なＳＮＲ予測に関して単
一のスカラー値を不十分であるようにする有意な信号成分である可能性がある。
【００４２】
　多くの通信状況においては、特に多セクターシステム１１００等のセルラー無線システ
ムにおいては、雑音は、信号送信電力から独立しておらず、逆に依存する。一般的には、
信号の電力に比例又はほぼ比例する“自己雑音”と呼ばれる雑音の成分が存在する。図３
は、雑音が信号送信電力に依存する例を示す。図３においては、グラフ３００は、対象と
なる信号の受信された電力を縦軸３１７に、総雑音を横軸３０３に示す。総雑音は、信号
に依存する部分３０９と信号から独立した部分３０７の和である線３０５によって表され
、受信された信号電力に関して作図される。自己雑音の発生理由は数多く存在する。自己
雑音の一例は、受信された信号と干渉する等化されていない信号エネルギーである。この
雑音は、信号強度に比例する。等化されない信号エネルギーは、チャネル推定上の誤り又
は等化器係数における誤りの結果として又はその他の数多くの理由で発生することが可能
である。自己雑音が信号から独立した雑音に匹敵するか又はより大きい状況においては、
単一のスカラーダウンリンクＳＮＲ値（パイロットにおいて測定することができる）は、
ＢＳ１２００がＷＴ１３００における受信されたＳＮＲを信号送信電力の関数として正確
に予測する上ではもはや適切でない。
【００４３】
　各ＷＴ１３００は、そのダウンリンク受信ＳＮＲを、信号に依存する雑音３０９が存在
する際における信号送信電力の関数として予測し、この情報をＢＳ１２００に通信するこ
とができる。このことは、ＢＳ１２００が、各々のＷＴにおいて要求される各々のＳＮＲ
に依存して異なる（最低の）信号電力において異なるＷＴに送信するのを可能にする。Ｂ
Ｓ１２００によって送信される総電力は、典型的には既知であり又は固定されているが、
異なるＷＴに割り当てられる比率は異なることができ及び経時で変わることができる。Ｗ
Ｔ受信機１３０２においては、受信された信号電力３１７の関数としての総雑音３０３の
依存性は、図３に示されるように、本特許出願においては“雑音特性線”と呼ばれる直線
３０５によってモデル化することができる。雑音特性線３０５は、一般的には原点を通ら
ないため、単一のスカラーパラメータは、この線３０５の特性を表すのには十分でない。
この線３０５を決定するためには少なくとも２つのパラメータ、例えば２つのチャネル品
質指標値が要求される。いずれの２つの異なる点も直線を一意で決定するため、この線を
決定する単純な方法は、同線上における２つの異なる点、例えば点３１１及び３１５の位
置を識別することである。実際問題として、これらの点は、限定的な精度で決定すること
ができ、従って、線が決定される精度は、これらの点がより接近している場合よりもより
遠く離れている場合のほうがより良いことに注目すること。
【００４４】
　基地局1２００は、ダウンリンクにおいてパイロット信号を送信する。異なる強度レベ
ルのパイロット信号を送信することによって、無線端末に関する雑音特性線を決定するこ
とができる。一般的には、第１の点を得るために第１のパイロット信号が第１の電力レベ
ルで送信され、第２のデータ点を得るために第２のパイロット信号が第１の電力レベルと
は異なる第２の電力レベルで送信される。第１及び第２のパイロットは、各パイロット信
号に関して異なるトーンが用いられる場合でも同時に送信することができる。
【００４５】
　図３に関して、第１のパイロット信号が測定及び処理されて、受信されたパイロット電
力レベル３１７及び対応する総雑音レベル３１９を識別する第１の点３１５が線３０５上
において生成される。一側面により、ＢＳ１２００は、非ゼロパイロットに加えて“ヌル
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パイロット”信号をダウンリンクにおいて送信する。ヌルパイロットは、送信資源（自由
度）を備え、ここで、ＢＳ１２００は信号電力を送信しない、例えばゼロ電力を有するパ
イロット信号を送信する。第２のパイロット信号、ヌルパイロット信号は、線３０５上に
おいて点３１１になり、信号から独立した雑音３０７と同等のヌルパイロット雑音レベル
３１３を識別する。パイロット及びヌルパイロットの両方において測定された雑音に基づ
き、ＷＴ１３００は、２つの異なる信号電力、例えば０電力及び受信されたパイロット電
力３１７において２つの異なる雑音推定値３１３、３１９を入手する。これらの２つの点
３１１、３１５から、ＷＴ１３００は、図３の雑音特性線３０５全体を決定することがで
きる。次に、ＷＴ１３００は、この線３０５のパラメータ（例えば、傾きと切片、又はそ
の他の同等の一組の情報）をＢＳ１２００に通信してＢＳ１２００が複数のチャネル品質
値を報告したＷＴ１３００に送信時に所定の送信信号電力に関する受信されたＳＮＲを決
定するのを可能にすることもできる。ヌルパイロットはゼロの信号電力を有し、他方、そ
の他のパイロットは、通常は相対的に大きい電力で送信されるため、図３のヌルパイロッ
ト及び非ゼロパイロットに対応する２つの点３１１、３１５は、相対的に離れており、線
３０５の特性を表す上で優れた精度が得られる。
【００４６】
　次に、信号雑音及び様々なシグナリングに関する事柄がさらに説明される。図４のグラ
フ４００は、対象となる信号の受信された電力を縦軸４０１に、総雑音を横軸４０５に表
す。図４は、典型的な雑音特性線４０５を示す。線４０５の特徴を示すと、一側面により
、ＢＳ１２００は、ＷＴ１３００が線上の少なくとも２つの異なる点、例えば点４０７及
び４０９、の測定を行うのを可能にする信号を送信し、次に、これらの測定から得られた
、線４０５の特徴を表す情報がＢＳ１２００に送信される。例えば、ＢＳ１２００は、図
４に示されるように電力Ｙ１及びＹ２として受信される２つの異なる信号電力Ｐ１及びＰ
２を送信することができる。ＷＴ１３００は、Ｙ１　４１５及びＹ２　４１９でそれぞれ
表される対応する受信された信号電力、及びＸ１　４１３及びＸ２　４１７でそれぞれ表
される対応する総雑音を測定する。Ｘ１　４１３、Ｘ２　４１７、Ｙ１　４１５、及びＹ
２　４１９から、線４０５の傾き及び切片を一意で決定することができる。一実施形態に
おいては、Ｐ１及びＰ２は、既知で固定されている。他の実施形態においては、Ｐ２は、
パイロット信号に対応するパイロット電力であることができ、Ｐ１は、ゼロであることが
でき、ある程度の送信資源を占有するがゼロの送信電力を有するヌル信号を表する。しか
しながら、一般的には、Ｐ１は、必ずしもゼロである必要はない。例えば、Ｐ１は、Ｐ２
よりも小さい何らかの正数であることができ、幾つかの実施形態においてはＰ２よりも小
さい何らかの正数である。
【００４７】
　雑音特性線４０５が受信されたフィードバック情報からＢＳ１２００によって決定され
た時点で、ＢＳ１２００は、いずれかの所定の送信電力Ｑに関してＷＴ受信機１３０２に
おけるＳＮＲを計算することができる。例えば、図４は、所定の送信電力Ｑに対応するＳ
ＮＲを決定する手順を示す。第１に、ＢＳ１２００は、点（Ｙ２、Ｐ２）と（Ｙ１、Ｐ１
）との間で線形で内挿することによって、送信電力Ｑの対応する受信信号電力Ｙ４２１を
見つけ出す。
【数１】

【００４８】
　送信電力Ｑに対応する対応する雑音電力は、点（Ｘ２、Ｐ２）と（Ｘ１、Ｐ１）との間
で線形で内挿することによって与えられる。
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【数２】

【００４９】
　次に、ＢＳ送信電力Ｑに関するＷＴ１３００の観点からのＳＮＲであるＳＮＲ（Ｑ）が
、以下の方程式によって与えられる。
【数３】

【００５０】
　図４に示される雑音特性線４０５上の点Ａ４１１は、Ｘ４２０のｘ軸値と、Ｙ４２１の
ｙ軸値と、を有し、送信電力Ｑに対応する。点Ａ　４１１及び原点４２２を結びつける線
４２３の傾きは、送信電力Ｑが用いられる場合のＷＴ受信機１３０２におけるＳＮＲであ
るＳＮＲ（Ｑ）であることに注目すること。従って、ＷＴ１３００からの報告された統計
数字から生成された雑音特性線４０５から、ＢＳ１２００は、例えば、ＷＴ１３００に関
する所定のＳＮＲに関する要求を満たすためにどのような送信電力が要求されるかを決定
することができ、実際に決定する。
【００５１】
　図５は、電力を縦軸５０１に、周波数を横軸５０３に作図するグラフ５００を示す。図
5において、無線セルラーネットワークは、直交周波数分割変調（ＯＦＤＭ）を用いる。
この典型的事例においては、周波数５０５は、３１の直交トーンに分割され、従って、異
なるトーンにおける送信は、多経路フェージングがチャネル内に存在する場合でも、受信
機において互いに干渉しない。信号送信の最小単位は、時間と周波数資源の組合せに対応
する、ＯＦＤＭシンボル内の単一のトーンである。
【００５２】
　図５は、所定のＯＦＤＭシンボルにおけるトーンの電力プロフィールを示す。この実施
形態においては、パイロット５１５は、トーンにおいて固定されたパイロット電力５０７
で送信される既知のシンボルであり、ヌルパイロット５１３は、ゼロの送信電力を有する
トーンである。これらのパイロットトーン５１５及びヌルパイロットトーン５１３は、経
時でホップし、このことは、１つのＯＦＤＭシンボルから次のＯＦＤＭシンボルまでにこ
れらのトーンが占める位置が変化する可能性があることを意味する。パイロット信号の送
信は、長時間にわたり、ホッピングシーケンスの繰り返しに起因して周期的である。４つ
のパイロットトーン５１５及び１つのヌルパイロットトーン５１３が図５に示される。パ
イロット５１５及びヌルパイロット５１３のトーン所在場所は、ＢＳ１２００及びＷＴ１
３００の両方に知られている。図５には、２６のデータトーン５１１も対応する送信電力
レベル５０９とともに示される。図５は、パイロットトーン送信電力レベル５１５がデー
タトーン送信電力レベル５０９よりも有意な量だけ高く、無線端末がパイロットトーンを
容易に認識するのを可能にすることを示す。一般的には、データトーン送信電力５０９は
、図５において示されるように必ずしも全データトーンにわたって同じであるわけではな
く、レベル５０９は、データトーンごとに変化することができる。
【００５３】
　全方向性アンテナとともに配備される無線配備状況においては、実施形態は、セルヌル
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パイロットと呼ばれる単一のヌルパイロットを指定する。図５において示されるように、
パイロットトーンが電力Ｐで送信され、データトラフィックを搬送するトーンが電力Ｑで
送信されると想定する。ＷＴ１３００は、パイロットに関する受信された信号を検討する
ことによって、本明細書においてはＳＮＲ（Ｐ）と呼ばれるＳＮＲを測定することができ
る。最終目標は、基地局１２００が、Ｐと異なることができる電力Ｑにおける基地局のデ
ータ送信に対応する無線端末１３００の観点からのＳＮＲであるＳＮＲ（Ｑ）の推定値を
入手できるようにすることである。
【００５４】
　受信されたＳＮＲはサポート可能なコーディングレート及び変調配置（ｃｏｎｓｔｅｌ
ｌａｔｉｏｎ）の組合せを決定するため、受信されたＳＮＲに関する知識は重要である。
規定された目標ブロック誤り率（例えば、単一の符号語の送信が不正確である確率）に関
して及びコーディングレートと変調配置に関して、不成功な送信確率が規定された目標率
（例えば、１％ブロック誤り率）よりも低くなるようにするために受信されたＳＮＲが上
回らなければならない最低ＳＮＲを定義することが可能である。この観点から、希望され
る符号レート及び変調配置に関して最低のＳＮＲを超えるＳＮＲを生成する送信電力Ｑに
関する解を求めるためにＢＳ１２００がＳＮＲ（Ｑ）を正確に推定できることが望ましい
。
【００５５】
　ＳＮＲ（Ｑ）とＱとの間の関係は、信号に依存する雑音に依存する。説明目的上、信号
に依存する雑音は、送信電力に比例にすると想定し、図３に示される雑音特性線３０５、
４０５を用いて総雑音の依存性の特性を受信された信号電力の関数として明確化する。該
原理は、その他の状況に対しても同様に適用することができる。
【００５６】
　チャネル利得をαとすると、ＢＳが電力Ｐにおいて送信時には、無線端末による受信電
力はαＰである。信号から独立した雑音をＮとし、γＰが信号に依存する雑音を表し、こ
こでγは送信電力Ｐに対する比例係数とする。これで、パイロットトーンにおけるＳＮＲ
を測定時には、ＷＴ１３００は、以下のＳＮＲを測定する。
【数４】

【００５７】
　ここで、Ｐは、パイロットの一定の送信電力であり、Ｎは、ＷＴ１３００の観点からの
信号から独立した雑音である。この“ＳＮＲ１”は、信号に依存する干渉を単一のエンテ
ィティとして取り扱うことを示すために用いられる。
【００５８】
　ヌルパイロットを用いることによって、ＢＳ１２００によってこのヌルトーンにおいて
送信された電力は存在しないため、ＷＴ１３００は信号から独立した雑音Ｎを別個に測定
することができる。この信号から独立した雑音ＮをＢＳパイロットの受信電力αＰと比較
することによって、信号に依存する雑音のないＳＮＲを推定することが可能である。この
比を
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【数５】

【００５９】
によって表すとし、ここで、名前“ＳＮＲ０”は、 信号に依存する雑音を考慮しないこ
とを示す。これで、ＳＮＲ１（Ｐ）とＳＮＲ０（Ｐ）との間の関係は、以下の式によって
与えられる。
【数６】

【００６０】
　表記を単純化するために、以下のように定義する。
【数７】

【００６１】
　図３及び４に示される雑音特性線と比較すると、ＳＮＲ０（Ｐ）は、線のｘ軸の切片に
対応し、ＳＲＲ１は、線の傾きに相当することがわかる。次に、ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲ
Ｒ１の関数として以下のように書くことができる。

【数８】

【００６２】
　一実施形態においては、測定値ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲ１は、ＷＴ１３００によって
ＢＳ１２００に報告される。これらの報告から、ＢＳ１２００は、ＳＮＲ１（Ｐ）を計算
することができる。
【００６３】
　図６のグラフ６００は、縦軸６０１のＳＮＲ１（Ｐ）と横軸６０３のＳＮＲ０（Ｐ）と
の間の関係を例示し、ＳＮＲはｄＢで作図される。
【００６４】
する。線６０５、６０７、及び６０９によって例示される３つの曲線は、ＳＲＲ１＝０、
ＳＲＲ１＝０．５及びＳＲＲ１＝１をそれぞれ表す。ＳＲＲ１＝０（線６０５）の事例は
、雑音が信号から独立し、従ってＳＮＲ１（Ｐ）＝ＳＮＲ０（Ｐ）である状況に対応する
。ＳＲＲ１＝１（線６０９）の事例は、信号に依存する雑音が信号に等しく、従ってＳＮ
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Ｒ１（Ｐ）が０ｄＢを超えることは絶対に不可能である事例に対応する。
【００６５】
　これで、ＢＳ１２００は、ＷＴ１３００から受信された情報から、受信されたＳＮＲを
データトラフィックに関する送信電力Ｑの関数として計算することができる。ＷＴ１３０
０によって受信されたＳＮＲは、信号に依存する雑音を含み、以下の形をとる。
【数９】

【００６６】
　反転させて代入を行うと以下のようになる。

【数１０】

【００６７】
　従って、ＷＴ１３００によって報告された値ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲ１の関数として
、送信電力Ｑに関するＷＴ１３００の観点からのＳＮＲを予測することが可能である。こ
れらの導出は、ヌルパイロットを用いることで、ＢＳ１２００が送信電力に比例する信号
に依存する雑音が存在する状態で送信電力の関数としてＳＮＲを予測するのを可能にする
統計数字をＷＴ１３００が決定してＢＳ１２００に送信できることを例示する。ＳＮＲ０
（Ｐ）及びＳＲＲ１を送信するのではなく、ＷＴ１３００がＢＳ１２００に送信できるそ
の他の組の報告が存在する点に注目すること。
【００６８】
　無線セルラーシステムにおいては、基地局１２００は、図１１に示されるように各セル
が複数のセクターに分割される構成でしばしば配備される。セクター化された環境におい
ては、セクター１１０６、１１０８、１１１０の間における干渉は、受信されたＳＮＲに
対して有意な影響を有する。総雑音は、信号から独立した部分に加えて、信号に依存する
部分も含み、各々の部分は、同じセル１１０４のその他のセクターからの信号電力に比例
する。このセクター化された状況においては、総雑音は、１つではなく２つ以上の信号に
依存する成分を含むため、この場合における雑音特性は、図３に示される雑音特性よりも
複雑である。しかしながら、総雑音は、その特性を依然として直線で表すことができ、現
在は、より高い次元空間において定義される。この雑音特性線は、例えば切片と傾きによ
って説明することができる。切片は、信号から独立した雑音部分の関数であり、各傾きは
、特定の信号電力に関する信号に依存する雑音部分の比例性に対応する。
【００６９】
　しかしながら、一定のシナリオにおいては、雑音特性線に関する説明は、単純化するこ
とができる。例えば、典型的なセクター化方法においては、セルの全セクターの各々は、
該セクターの各々において送信するために送信資源、例えば周波数帯域、の全体又はほぼ
全体を用いることができる。各セクターから送信された総電力は、典型的には固定されて
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いるか又は既知であるが、異なるＷＴ１３００は、その異なる割合を受信することができ
る。セクター間の隔離は完全ではないため、１つのセクターにおいて送信された信号は、
その他のセクターにとっては雑音（干渉）になる可能性がある。さらに、セクター１１０
６、１１０８、１１１０の各々が、同一の、比例的な又はほぼ比例的な信号電力を所定の
自由度において送信するように強制される場合は、その他のセクターからの所定のセクタ
ー１１０６、１１０８、１１１０内のＷＴ１３００に対する干渉は、信号に依存する雑音
又は自己雑音のように見える。このことは、その他のセクターからの干渉が信号電力に伴
って増大することに起因する事例であり、従って、雑音特性線は、図３に示される雑音特
性線に類似する。
【００７０】
　ＢＳ１２００は、ＷＴ１３００が信号から独立した雑音をすべて有する雑音特性線の切
片を評価するのを可能にする信号、例えば“セルヌルパイロット”、を送信する。さらに
、一例として、セクター１１０６、１１０８、１１１０間でのスケジューリングは、セク
ターの境界１１５０、１１５２、１１５４に所在するＷＴ１３００がその他のセクターか
らの干渉を受けない（又は低減された干渉を受ける）ように調整することができる。該側
面により、ＢＳ１２００は、ＷＴ１３００が部分組のセクターからの信号に依存する雑音
のみを考慮に入れて雑音特性線の傾きを評価するのを可能にする信号、例えば“セクター
ヌルパイロット”、を送信する。ＷＴ１３００は、信号から独立したＳＮＲ及びこれらの
異なる傾き、又は何らかの同等の組の情報を逆方向リンクでＢＳ１２００に報告して戻す
。
【００７１】
　図７は、概略図７００において、直交周波数分割変調（ＯＦＤＭ）を用いるセクター化
されたセルラー無線システムの場合におけるシグナリングを示す。３つのセクター７０１
、７０３、７０５を有し、全セクター７０１、７０３、７０５において同じ搬送波周波数
が再度用いられるＢＳ１２００について検討する。セクター７０１、７０３、７０５に対
応するパイロット電力レベルは、参照番号７０９、７１３及び７１７によってそれぞれ示
される。データ信号電力レベルは、第１乃至第３のセクターの各々に関して参照番号７１
１、７１５、７１９によってそれぞれ示される。その他の番号のセクターの状況が以下に
おいて説明される。図７に示されるように基地局１２００の３つのセクター１１０６、１
１０８、１１１０がＳ０　７０１、Ｓ１　７０３、及びＳ２　７０５によって表されると
する。図７は、所定のＯＦＤＭシンボル７０７におけるダウンリンク送信に関するトーン
割り当てを示し、データトーン、例えば典型的データトーン７２８、パイロットトーン、
例えば典型的パイロットトーン７２８、及びヌルパイロットトーン、例えば典型的ヌルパ
イロットトーン７２１、を３つのセクターにわたって配置する例を含む。これらのセクタ
ーの各々は同じ周波数帯域を共有するため、セクター間における対応するトーンは、互い
に干渉する。トーンの位置および順序は、例示することのみを目的として示されており、
異なる実装においては異なることができる点に注目すること。
【００７２】
　ダウンリンク信号は、セクター７０１、７０３、７０５の各々によって共有されるヌル
トーンである１つ以上のセルヌルトーンを含む。セルヌルパイロット７２９においては、
セクター７０１、７０３、７０５の各々の中にゼロの送信電力が存在する。さらに、ダウ
ンリンク信号は、送信電力がセクター７０１、７０３、７０５の部分組内のみにおいてゼ
ロである１つ以上のセクターヌル７２１、７２３、７２５を含む。セクターヌルパイロッ
トと同じトーンにおいて、送信電力が固定されているか又はその他のセクター内のＷＴ１
３００に知られているパイロットトーン又はデータトーンを有することが望ましい。例え
ば、セクターＳ１　７０３セクターヌルパイロット７２３は、対応するセクターＳ０　７
０１パイロットトーン７３１及び対応するセクターＳ２　７０５パイロットトーン７３７
を有する。
【００７３】
　図７に示される一実施形態においては、各セクター７０１、７０３、７０５内には４つ



(26) JP 5474540 B2 2014.4.16

10

20

30

40

のパイロット、１つのセクターヌルパイロット及び１つのセルヌルパイロットが存在する
。例えば、セクターＳ０　７０１は、４つのパイロット７３１、７３３、７３５、７３７
と、１つのセクターヌルパイロット７２１と、１つのセルヌルパイロット７２９と、を有
する。これらのパイロットは、各セクターが２つの一意のパイロットを有し、さらに２つ
のその他のセクターの各々とパイロットを共有するように配置される。例えば、セクター
Ｓ０　７０１は、一意のパイロット７３５、７２７を有し、パイロット７３１は、セクタ
ーＳ２　７０５のパイロット７３７とトーン周波数を共有し、パイロット７３３は、セク
ターＳ１　７０３のパイロット７３９とトーン周波数を共有する。さらに、１つのセクタ
ーに関するセクターヌルパイロットは、その他のセクター内のパイロットトーンと同時に
生じる（ｃｏｉｎｃｉｄｅ）。例えば、セクターＳ２　７０５内のヌルトーン７２５に関
しては、パイロット７３３、７３９は、セクターＳ０　７０１及びセクターＳ１　７０３
において同じトーンでそれぞれ送信される。パイロットトーン、セルヌルトーン及びセク
ターヌルトーンの所在場所は、ＢＳ１２００及びＷＴ１３００の両方に知られている。
【００７４】
　パイロットは、周波数ダイバーシティ等の様々な理由により経時で自己の位置を変える
、又は“ホップする”。図８は、パイロット、セルヌルパイロット、及びセクターヌルパ
イロットのトーンホッピング例を示す。図８のグラフ８００は、周波数を縦軸８０１に、
時間を横軸８０３に作図する。各々の小さい縦方向の小区分８０５は、トーンに対応し、
各々の横方向の小区分８０７は、ＯＦＤＭシンボル時間に対応する。各パイロットトーン
８０９は、縦線の陰影を有する小さい正方形によって表される。各セクターヌルパイロッ
ト８１１は、横線の陰影を有する小さい正方形によって表される。各セルヌルパイロット
８１３は、斜交線の陰影を有する小さい正方形によって表される。
【００７５】
　一実施形態においては、パイロットトーンは、本質的にモジュラー線形ホッピングパタ
ーンに従ってホップする。セクターヌルトーンは、同じ傾き値を有するパイロットホッピ
ングと同じモジュラー線形パターンに従ってホップする。さらに、一実施形態においては
、セルヌルパイロットトーンは、同じ傾き値を有するパイロットホッピングと同じモジュ
ラー線形パターンに従ってホップする。
【００７６】
　一実施形態においては、データトーンは、本質的に、置換されたモジュラー線形ホッピ
ングパターンに従ってホップする。他の実施形態においては、セルヌルパイロットは、デ
ータホッピングと同じ置換されたモジュラー線形パターンに従ってホップする。その実施
形態においては、セルヌルパイロットトーンがパイロットトーンと同時に発生したときに
は、セクターの各々におけるパイロットトーンの送信が中断されてパイロットトーンは実
効的に消去されるか、又はパイロットトーンの送信がセクターの少なくとも一部において
継続し、セルヌルパイロットトーンが実効的に使用不能状態になるか、又は変更されたセ
クターヌルパイロットとしてしか用いることができない。
【００７７】
　ＷＴ１３００が基地局１２００のセクターＳ０との間で確立されたリンクを有し、さら
にＳ０からＷＴ１３００へのチャネル利得がαによって与えられると仮定する。同様に、
Ｓ１からＷＴ１３００へのチャネル利得がβによって与えられ、Ｓ２からＷＴ１３００へ
のチャネル利得がγによって与えられると仮定する。最後に、完全であるために、Ｓ０か
らＷＴ１３００へのリンク内の信号に依存する雑音は、δのチャネル利得を有する送信電
力に比例する自己雑音を含むと仮定する。
【００７８】
　３つのセクターにおけるデータシーンに関する送信電力は、Ｑ０、Ｑ１、及びＱ２によ
ってそれぞれ与えられると仮定する。これで、Ｓ０からＷＴ１３００へのリンクに関する
受信されたＳＮＲが以下の式によって与えられる。
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【数１１】

【００７９】
　この説明の残りの部分に関しては、その他のセクターに起因する干渉（βＱ１及びγＱ
２）は、同じセクターからの信号に依存する雑音δＱ０よりもはるかに有意であると推定
され、従って、説明を単純化するため、本項は、以下の説明においては省略される。
【００８０】
　ＷＴ１３００は、基地局がＳ０からＷＴ１３００へのダウンリンクデータ送信に関する
受信されたＳＮＲを予測する上で十分な情報を有するように一組のパラメータを基地局に
提供すべきである。その情報を入手するためには、ヌルパイロットトーンを用いることが
できる。セルヌルパイロットを用いることで、セクターの各々における送信は０であり、
信号から独立した雑音を測定することが可能である。その雑音をＳ０からのパイロットの
受信された強度と比較することは、以下のＳＮＲを与える。
【数１２】

【００８１】
　次に、セクターヌルパイロットトーンは、近隣セクターのうちの１つが送信中でない状
況においてＳＮＲを測定するために用いることができ、様々な実施形態においては用いら
れる。特に、セクターＳ０に関して、Ｓ２内のセクターヌルパイロットトーンに対応する
パイロットトーンについて検討する。これで、セクターＳ０においてこのパイロットに基
づいてＳＮＲを測定することは、以下の値を与える。

【数１３】

【００８２】
　ここで、干渉セクターは（経路利得βを有する）Ｓ１である。同様に、Ｓ１におけるセ
クターヌルトーンであるパイロットトーンにおけるＳＮＲを測定することによって、干渉
セクターは（経路利得γを有する）セクターＳ２であり、結果的に得られるＳＮＲは、以
下によって与えられる。

【数１４】
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【００８３】
　これらの２つの事例における雑音特性線の傾きは、それぞれ
【数１５】

【００８４】
である。
【００８５】
　次に、ＳＮＲがその他のセクター内のセクターヌルパイロットに対応しないパイロット
トーンを用いて直接測定される場合は、このＳＮＲ測定は、その他の２つのセクターから
の干渉を考慮に入れる。この測定は、２つのセクターからの干渉を含むためＳＮＲ２と呼
ばれる。
【数１６】

【００８６】
　この事例における雑音特性線の傾きは、
【数１７】

【００８７】
である。
【００８８】
　以下のＳＲＲを雑音特性線の適切な傾き値であると定義することによって、ＳＮＲ１β

（Ｐ）、ＳＮＲ１α（Ｐ）、及びＳＮＲ２（Ｐ）をＳＮＲ０（Ｐ）に関連させることが可
能である。

【数１８】

【００８９】



(29) JP 5474540 B2 2014.4.16

10

20

30

40

50

　ＳＲＲ自体は、以下のようにＳＮＲに関して計算することができる。
【数１９】

【００９０】
　ＳＲＲ２は、ＳＲＲ１β及びＳＲＲ１γの和として見つけ出すことができることに注目
すること。
【００９１】
　これで、ＳＮＲは、ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲに関して以下のように書くことができる
。

【数２０】

【００９２】
　ＷＴ１３００が十分な一組のこれらの統計数字（例えば、ＳＮＲ０（Ｐ）、ＳＲＲ１β

、ＳＲＲ１γ、ＳＲＲ２）を基地局１２００に報告した場合は、基地局１２００は、送信
電力Ｑ０、Ｑ１、及びＱ２に基づいてＷＴ１３００による受信されたＳＮＲを予測するこ
とができる。一般的には、電力Ｑ０を有し、電力Ｑ１及びＱ２を有するセクターＳ１及び
Ｓ２からの干渉を有するデータ送信に関するＷＴ１３００の観点からのＳＮＲは、以下の
ように送信電力Ｐを有するパイロットトーンにおいて行われた測定に関して与えられる。
【数２１】
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　図９において、概略図９００は、セクターＳ０における典型的ＷＴに関する３つの状況
を示す。セル９０１は、３つのセクターＳ０　９０３、Ｓ１　９０５、及びＳ２　９０７
を含む。図９は、セクターＳ１　９０５との境界付近のＷＴ９０９を示し、ＷＴ９０９は
、セクターＳ１　９０５から有意なダウンリンク干渉を受ける。３つのセクターＳ０　９
２３、Ｓ１　９２９、及びＳ２　９２７を含むセル９２１は、セクター境界から離れた、
セクターＳ０　９２３の中心におけるＷＴ９２９を示す。３つのセクターＳ０　９４３、
Ｓ１　９４５、及びＳ２　９４７を含むセル９４１は、セクターＳ２　９４１との境界付
近におけるＷＴ９４９を示し、ＷＴ９４９は、セクターＳ２　９４７から有意なダウンリ
ンク干渉を受ける。
【００９４】
　一実施形態においては、３つの状況の各々に関して、ＷＴは、逆方向リンク、例えばア
ップリンク、において搬送された情報量を低減させるために、測定された統計数字の部分
組をＢＳ１２００に送信する。
【００９５】
　セル９０１に関して図９に示される状況においては、セクターＳ０　９０３内のＷＴ９
０９は、有意な干渉をセクターＳ１　９０５から受けると仮定する。これで、基地局に関
する調整されたスケジューラ１２２５は、セクターＳ０　９０３からＷＴ９０９への送信
と干渉するセクターＳ１　９０５内のデータ送信をオフにすることができる。他方、セク
ターＳ２　９０７における送信は、セクターＳ０におけるのと同じ又はほぼ同じ送信電力
Ｑを有するように調整される。これで、ＷＴ９０９の観点からのＳＮＲは、以下によって
与えられる。
【数２２】

【００９６】
　この事例においては、ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲ１γを報告すれば十分である。
【００９７】
　次に、図９においてセル９２１に関して示され、ＷＴ９２９がセクター境界付近に所在
しない状況に関して、ＷＴ９２９に対して過度の干渉を引き起こさずにほとんどの又はす
べてのセクターにおいて送信することが可能である。この場合は、３つのセクターの各々
が同じ電力Ｑでデータを送信するという単純な想定を基地局スケジューラ１２２５が行う
と仮定する。これで、セクターＳ０　９２３からの送信に関するＷＴ９２９の観点からの
ＳＮＲは以下によって与えられる。
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【数２３】

【００９８】
　この事例においては、ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲ２を報告すれば十分である。
【００９９】
　次に、図９においてセル９４１に関して示される状況に関して、ＷＴ９４９は、セクタ
ーＳ２　９４７とのセクター境界付近に所在する。ＷＴ９４９は、セクターＳ２　９４７
から有意な干渉を受けるため、基地局１２００に関する調整されたスケジューラ１２２５
は、セクターＳ２　９４７における対応するデータ送信をオフにすることができる。他方
、セクターＳ１　９４５に関する送信がセクターＳ０　９４３と同じ送信電力Ｑを用いて
スケジューリングされると仮定する。これで、ＷＴ９４９の観点からのＳＮＲは、以下に
よって与えられる。

【数２４】

【０１００】
　この事例においては、ＳＮＲ０（Ｐ）及びＳＲＲ１βを報告すれば十分である。
【０１０１】
　次に、ＢＳ１２００が、送信電力が何らかの値Ｑに等しいか又は０に等しくなるように
制限する場合は、３つの可能な構成のうちの各々において、部分組の情報のみをＷＴ１３
００からＢＳ１２００に送信する必要がある。特に、一実施形態においては、無線端末１
３００は、ＷＴ１３００が現在（図９のセル９０１、図９のセル９２１及び図９のセル９
４１に示されるような）状況のうちのいずれの状況にあるかに関する決定を行う。この情
報は、２ビットのセクター境界指標としてＷＴ１３００によってＢＳ１２００に送信する
ことができる。セクター境界指標は、セクター境界に関する無線端末位置情報を示す。第
１のビットは、ＷＴ１３００が境界上にあり従って近隣セクターにおける送信をオフにす
る必要があるかどうかを示す。第２のビットは、２つのセクターのうちのいずれがより多
くの干渉を引き起こすかを示すことができる。可能な２ビットのセクター境界指標が以下
の表１の第１の列に記載される。表１の第２の列は、雑音寄与情報を示す。第３の列は、
対応するセクター境界指標を受信するのに応じてＢＳ１２００によって講じられる制御措
置を示す。第４の列は、同じ行に記載された対応する報告されたセクター境界指標を考慮
して報告される２つのチャネル品質指標値を記載する。
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【表１】

【０１０２】
　この方法により、ＷＴ１３００は、いずれの構成を優先するかを基地局１２００に対し
て識別するため、ＷＴ１３００は、ＳＮＲ０（Ｐ）及び３つのＳＲＲのうちの１つを報告
するだけでよい。
【０１０３】
　今度は、任意の数のセクターを有する多セクターセルが説明される。他の実施形態にお
いては、任意の数のセクターが存在する状況に関して、該セクターは、３つのセクター型
に分割され、これらの３つのセクター型にＳ０、Ｓ１及びＳ２のラベルを付す。セクター
型へのこの分類は、２つの隣接セクターが同じ型を有さないような形で行われる。２つの
隣接しないセクターに関しては、干渉の影響は、有意でないほどの小ささであるとみなさ
れ、従って、干渉の主因は、異なる型の隣接セクターからであると想定される。従って、
各セクター内における主干渉源は、２つの近隣セクターであるため、この状況は３セクタ
ーセルの事例と類似の方法で取り扱うことが可能である。
【０１０４】
　図１０は、３つ、４つ及び５つのセクターをそれぞれ有する典型的セル１００１、１０
２１、及び１０４１に関するセクター型を示す概略図１０００を含む。セル１００１は、
第１のセクターＳ０型セクター１００３と、第１のセクターＳ１型セクター１００５と、
第１のセクターＳ２型セクター１００７と、を含む。セル１２０１は、第１のセクターＳ
０型セクター１０２３と、第１のセクターＳ１型セクター１０２５と、第１のセクターＳ
２型セクター１０２７と、第２のＳ２型セクター１０２９と、を含む。セル１０４１は、
第１のセクターＳ０型セクター１０４３と、第１のセクターＳ１型セクター１０４５と、
第１のセクターＳ２型セクター１０４７と、第２のＳ０型セクター１０４９と、第２のＳ
１型セクター１０５１と、を含む。以下の表２は、異なるセクター数に関する計画例を示
し、ここで、セクター型の順序は、セクター間で進む方向の（例えば時計回りの）順序に
対応する。
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【表２】

【０１０５】
　上記のセクター型計画を用いることで、３つのセクターの事例に関するセルヌルパイロ
ット及びセクターヌルパイロットを含む計画を任意のセクター数に関して用いることがで
きる。
【０１０６】
　本発明の方法及び装置は、ＯＦＤＭシステムに関して説明される一方で、数多くのＯＦ
ＤＭ以外のシステムを含む広範な通信システムに対して適用可能である。さらに、幾つか
の特長は、非セルラーシステムに対しても当てはまる。
【０１０７】
　様々な実施形態においては、本明細書において説明されるノードは、１つ以上の方法に
対応するステップ、例えば、信号処理ステップ、メッセージ生成ステップ及び／又は送信
ステップ、を実行するための１つ以上のモジュールを用いて実装される。従って、幾つか
の実施形態においては、様々な特長がモジュールを用いて実装される。該モジュールは、
ソフトウェア、ハードウェア又はソフトウェアとハードウェアの組合せを用いて実装する
ことができる。上述される方法又は方法ステップの多くは、例えば１つ以上のノードにお
いて上述される方法の全部又は一部を実装するように機械、例えば追加のハードウェアを
有する又は有さない汎用コンピュータ、を制御するための、機械によって読み取り可能な
媒体、例えばＲＡＭ、フロッピー（登録商標）ディスク、等のメモリデバイス、の中に含
まれる機械によって実行可能な命令、例えばソフトウェア、を用いて実装することができ
る。従って、とりわけ、側面は、機械、例えばプロセッサ及び関連するハードウェア、に
上述される方法のステップのうちの１つ以上を実行させるための機械によって実行可能な
命令を含む機械によって読み取り可能な媒体を対象とする。
【０１０８】
　上記の説明に鑑みて、上述される側面の方法及び装置に関する数多くの追加の変形が当
業者にとって明確になるであろう。該変形は、側面の適用範囲内であるとみなされるべき
である。方法及び装置は、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、及び／又はア
クセスノードとモバイルノードとの間において無線通信リンクを提供するために用いるこ
とができる様々なその他の型の通信技術とともに用いることができ、そして様々な実施形
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態において用いられる。幾つかの実施形態においては、アクセスノードは、ＯＦＤＭ及び
／又はＣＤＭＡを用いるモバイルノードとの通信リンクを確立する基地局として実装され
る。様々な実施形態においては、モバイルノードは、ノート型コンピュータ、パーソナル
データアシスタント（ＰＤＡ）、又は受信機／送信機回路及び論理及び／又はルーチンを
含むその他のポータブルデバイスとして実装される。
【０１０９】
　図１４は、セルの複数のセクター内において本発明に従って同期化された形でパイロッ
トトーンを送信する典型的方法１４００のステップを例示する。方法は、開始ノード１４
０２において開始し、ステップ１４０４に進み、現在のシンボル時間カウンタが例えば１
に初期設定される。シンボルは、典型的システムにおいて１つのシンボルずつ送信され、
シンボル時間は、通常は多経路干渉及び軽微なシンボル送信タイミングの誤りから保護す
るための冗長性を目的として追加される送信シンボルの一部分のコピーであるサイクリッ
クプリフィックスとともに１つのシンボルを送信するために用いられる時間である。
【０１１０】
　動作は、ステップ１４０４からステップ１４０６に進み、ステップ１４０６において、
セルの各セクター内における予め選択された送信電力レベルを用いて、予め選択されたパ
イロット送信シーケンス、例えばパイロットトーンホッピングシーケンス、に従って各セ
クター内において同じトーンを用いて同期化された形で各セクター内の現在のシンボル時
間で送信すべきパイロットシンボルを送信するように送信機が制御される。パイロットは
、セルのセクター内において並行して送信される一方で、トーンにおいて送信される電力
レベルは、何らかの予め選択されたレベル又はヌルトーンの場合はゼロであることができ
る。各セクターにおけるパイロット信号の送信時間は一般的には同期化される一方で、セ
クター間でのわずかなタイミングオフセットが発生する可能性がある。従って、各セクタ
ーは、実際には異なるシンボル送信期間を用いることができる。しかしながら、各セクタ
ーにおけるシンボル時間は、各セクターにおいてシンボルを送信するために用いられるシ
ンボル時間において実質的なオーバーラップが存在するように十分に同期化される。通常
は、該実質的オーバーラップは、シンボル送信開始時間が、少なくとも、サイクリックプ
リフィックス継続時間と時折呼ばれるサイクリックプリフィックスを送信するために用い
られる時間に対応する期間内にあるように同期化されるようなオーバーラップである。従
って、通常は、シンボル時間においては完璧なオーバーラップは存在しない場合でも異な
るセクターのシンボル時間には実質的なオーバーラップが存在する。
【０１１１】
　特定のシンボル時間中にパイロットトーンに関していずれのトーンが用いられるかは、
パイロットホッピングシーケンストーン情報１２３４に含まれるトーン情報１２３８から
決定され、その一方で、セルの各セクターにおいて所定のトーンで用いられるべき電力は
、電力レベル情報１２３６から決定される。
【０１１２】
　ステップ１４０６において現在のシンボル時間に関してパイロットトーンが送信された
時点で、動作はステップ１４０８に進み、ステップ１４０８において、現在のシンボル時
間カウントが１だけ増加される。次に、ステップ１４１０において、現在のシンボル時間
が最大シンボル時間に達しているかどうかを確認するための検査が行われる。現在のシン
ボル時間が最大時間に等しい場合は、現在のシンボル時間は１にリセットされ、従って、
パイロットホッピングシーケンスは、ステップ１４０６において繰り返すのを開始するこ
とができる。パイロットトーンの周期的送信は、基地局送信が停止するか又はその他の何
らかのイベントがパイロット信号送信プロセスを中断させるまで実装されたパイロットト
ーンホッピングシーケンスに従って繰り返し続ける。
【０１１３】
　次に図１５乃至１７に関して、様々な典型的パイロットトーン送信がパイロット信号送
信電力情報とともに示される。
【０１１４】
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　パイロットトーンは、セルの複数のセクター内において同じトーンを用いて同時に又は
実質的に同時に送信される。シンボル送信時間は、セルの様々なセクターにおいて同期化
される。完璧な同期化であると仮定すると、セルの様々なセクターにおいて所定の時間に
送信されたパイロットトーン間における時間に関する完全なオーバーラップが存在するこ
とになる。残念なことに、上述されるように、精密な同期化は、高周波数において動作中
の異なる増幅器とアンテナとの間での送信を同期化することの複雑さに関連する様々な理
由で可能でないことがある。しかしながら、同期化されたセクター実装においては、シン
ボル時間の実質的な量のオーバーラップがセクター間に存在する。従って、パイロット送
信は、実質的なオーバーラップを有する状態で達成させることができ、各セクターのシン
ボル送信時間の少なくとも一部分中における完全なオーバーラップを想定した信号測定を
行うことを可能にする。上述されるように、本発明の同期化された実施形態においては、
セルの様々なセクター間におけるシンボル送信開始時間間の差は、通常は送信されたシン
ボルとともに含まれているサイクリックプリフィックスの継続時間よりも小さい。
【０１１５】
　説明目的上、多セクターセルの各セクターにおいて同期化された形で同時に送信されて
いる信号、例えばシンボル、との完全な同期化が存在することが想定される。しかしなが
ら、上記の説明では、該精密な同期化は通常は行われず、さらに本発明を実践する上では
要求されないことが明確にされている。従って、各セクターにおける送信は、隣接セクタ
ーのシンボル時間からわずかにオフセットすることができる異なるシンボル時間に対応す
る。本発明により、パイロットトーンは、セルの各セクターにおいて同じ組のトーンにお
いて同期化された形で送信される一方で、セルの異なるセクターにおけるパイロットトー
ンの電力は、特定のセクターにおいて背景雑音に加えてその他のセクター、例えば隣接す
るセクター、からの雑音寄与度を決定するのを容易にする異なる信号測定を可能にするよ
うに制御される。
【０１１６】
　複数の異なる信号測定を容易にするために、単一のシンボル送信時間中に複数のパイロ
ットトーンを用いることができる。代替として、１つのシンボル時間ごとに１つのパイロ
ット信号を用いることができ、前記パイロット信号は、異なる、例えば連続する、シンボ
ル時間中に異なる電力レベルが割り当てられる。該事例においては、異なるシンボル時間
中に行われたパイロット信号測定は、本発明により基地局に戻される２つの異なるチャネ
ル品質指標値を生成するために用いることができる。
【０１１７】
　図１５は、２セクターパイロットトーン送信シーケンスを示すチャート１５００である
。後述されるように、図１５に示されるシーケンスは、Ｎのセクターを有するシステムに
も適用することができ、Ｎは、１よりも大きい任意の数である。図１５に示されるシーケ
ンスは、２つのセクター、セクターＡ及びセクターＢ、を含むセルに関して実装される。
各セクターにおけるシンボル時間は、わずかにオフセットするが実質的にオーバーラップ
することができ、従って同じシンボル時間として説明されるが、実際には多くの場合は２
つのわずかに異なるシンボル時間である。時間というタイトルが付された第１の列１５０
２は、セクター間における完璧な同期化を想定してトーンが送信されるシンボル時間を指
す。パイロット信号の目的上各シンボル時間において同じトーンが用いられる一実施形態
においては、各シンボル時間１乃至４は、異なる現在のシンボル時間に対応する。トーン
というタイトルが付された第２の列１５０４は、パイロット信号が送信されるトーン、例
えば周波数、を記載する。各行は、１つのトーンに対応する。異なる行は、特定の実装に
依存して同じ又は異なるトーンに対応することができる。例えば、第１乃至第４のシンボ
ル時間が同じ現在のシンボル時間である事例においては、各パイロット信号は１つのトー
ンを要求するため、列１５０４に記載される第１乃至第４のトーンは異なることになる。
しかしながら、列１５０２の第１乃至第４のシンボル時間が異なる現在のシンボル時間に
対応する事例においては、列１５０４に記載されるトーンは、同じであること又は異なる
ことができる。
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【０１１８】
　上述されるように、各行１５１２、１５１４、１５１６及び１５１８は、セルのセクタ
ーＡ及びＢの各々におけるトーン、例えばパイロット信号を送信するために用いられるト
ーン、の送信に対応する。前記セクターの各々における送信電力レベルは、異なること又
は同じであることができる。各場合において、いずれかの時点において送信されるパイロ
ットトーンは、予め選択された送信電力で送信される。従って、送信電力及びパイロット
信号が送信されるトーンは、基地局１２００及び無線端末１３００の両デバイスに格納さ
れ、両デバイスは、セル内において入手可能なタイミング情報から現在のシンボル時間を
知っているため、前記送信電力及びトーンの情報は、基地局１２００及び無線端末１３０
０の両方に知られることになる。図１５において、第３の列１５０６は、特定の行が対応
するトーンを用いてセクターＡにおいて送信されるパイロット信号に関するパイロット信
号送信電力レベルを記載する。同様に、第４の列１５０８は、特定の行が対応するトーン
を用いてセクターＢにおいて送信されたパイロット信号に関するパイロット信号送信電力
レベルを記載する。各列１５０列１５１０は、３セクター実施形態について後述すること
を目的として含められているが、図１５に関して説明されている２セクター実装において
は用いられない。 
　列１５０６及び１５０８内の各長方形は、列１５０４において示されるトーンを用いて
列１５０２において示される一般的シンボル時間に示されるセクターにおいてパイロット
信号を送信するステップを表す。実際には、トーンは、セクターＡ及びＢの各々において
わずかに異なるシンボル時間、例えば、列１５０２に記載されるシンボル時間に実質的に
対応する第１及び第２のシンボル時間、において送信される。Ａ１は、第１の予め選択さ
れた送信電力を有する非ゼロパイロットを示すために用いられ、他方、ヌルトーン、例え
ばゼロ電力で送信されるパイロット信号、の送信を示すためにゼロが用いられる。
【０１１９】
　行１５１２は、セクターＡにおいて、シンボル時間１の時点で、トーン１を用いて、１
パイロット信号が送信され、セクターＢにおいてＮＵＬＬパイロット信号が送信されるこ
とを示す。このことは、同じトーンにおけるセクターＡ送信に起因するセクターＢでのセ
クター間干渉の寄与度を測定するのを可能にする。さらに、このことは、セクターＡが、
セクターＢ送信に起因する干渉が存在しない場合におけるセクターＡにおける減衰の正確
な測定を行うことも可能にする。行１５１４は、シンボル時間２に対応し、トーン２は、
セクターＡにおけるＮＵＬＬトーン及びセクターＢにおける１パイロット信号を送信する
ために用いられる。このことは、セクターＡが同じトーンにおけるセクターＢ送信に起因
する信号干渉量を決定するのを可能にする。行１５１６は、シンボル時間３に対応し、ト
ーン３は、両セクターＡ及びＢにおいてＮＵＬＬパイロット信号を送信するために用いら
れ、トーン３における一般的背景雑音測定を可能にする。行１５１８は、シンボル時間４
に対応し、両セクターＡ及びＢにおいて１パイロット信号を送信するためにトーン４が用
いられる。該事例においては、各セクターは、セクターＡ及びＢの各々において同じ非ゼ
ロ電力レベルを用いて同時に送信された信号を有する影響を測定することができる。通常
は、パイロット信号は、基地局１２００にフィードバックされる第１及び第２のチャネル
品質指標値を生成するために用いられる２つの異なる関数への入力として要求される十分
な信号測定を行うために無線端末に提供するために、図１５の第１及び第２の行１５１２
、１５１４の両方及び行１５１６及び１５１８のうちの少なくとも１つに従って送信され
る。
【０１２０】
　図１６は、３セクターシステムに関する典型的なパイロットトーン送信シーケンスを例
示する。図１５の例におけるように、第１の列１６０２は、シンボル送信時間に対応し、
第２の列１６０４は、トーンに対応し、列１６０６、１６０８及び１６１０は、セルの３
つのセクターＡ、Ｂ及びＣの各々におけるパイロット信号送信をそれぞれ示す。従って、
図１５の例におけるように、第１乃至第５の行１６１２、１６１４、１６１６、１６１８
及び１６２０のうちの１つに対応する列１６０６、１６０８及び１６１０の各長方形は、
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示されているセクターにおいて示されているトーンでパイロット信号を送信するステップ
を表す。上述されるように、各行において用いられるトーンは、各セクターにおいて同じ
である一方で、シンボル時間の各々が同じ現在のシンボル時間に対応するときには、第１
乃至第５のトーンの各々は異なる。しかしながら、第１乃至第５のシンボル時間の各々が
異なるときには、第１乃至第５のトーンは、同じであること又は異なることができる。
【０１２１】
　図１６の実装においては、各セクターに関して少なくとも１つのパイロット信号が送信
され、ヌルパイロットは、隣接セクターにおいて同じトーンで送信されることに注目する
こと。さらに、行１６２０における、背景雑音測定を容易にするセルヌルとして説明され
ている使用にも注目すること。
【０１２２】
　図１７は、図１６と類似の３セクター実装を示すチャート１７００であり、各セクター
において送信されるパイロットが、電力レベルに関してより一般的な形で説明される。１
５のパイロットＰ１乃至Ｐ１５の送信は、図１７の実施形態において示され、各行が異な
る送信シンボル期間に対応する事例においては各パイロットは異なるシンボル時間に送信
される。記載された信号の各々が同じシンボル期間において送信される事例においては、
３つの異なるシンボル時間が示され、各セクターの送信時間はわずかに異なるが、その他
のセクターにおいて用いられるのと実質的に同じ時間に対応する。
【０１２３】
　図１５及び１６の例におけるように、各行１７１２、１７１４、１７１６、１７１８、
１７２０のパイロットは、同じトーンを用いて送信されるが、異なる行は、異なるトーン
に対応することができる。第１の列１７０２に記載されるように５つの異なるシンボル時
間において送信されることが示される一方で、セクター送信時間の変化が考慮に入れられ
るときには、見出しセクターにおいて記載される各長方形は、実際には異なるシンボル時
間に対応することができ、各行のシンボル時間は実質的にオーバーラップし、精密な同期
化の場合は同一である。第１乃至第１５のパイロットＰ１乃至Ｐ１５の各々の電力レベル
は、括弧内において表され、例えば、Ｐ１に関する送信電力はｐ１である。図１６の例に
おけるような幾つかの事例においては、２つの異なる電力レベルがサポートされる一方で
、複数の既知の電力レベルをサポートすることができる。図１７の最後の行１７２０は、
これらのパイロット信号の電力レベルに従ったセクターＡ、Ｂ及びＣの各々におけるトー
ン５を用いたＮＵＬＬパイロットの送信は各事例において０であることを表す。
【０１２４】
　図１８は、単一のシンボル送信期間中における１０の異なるトーンにおける信号の送信
を示すチャート１７５０を例示する。図１７の実装においては、０は、ＮＵＬＬパイロッ
ト信号を表すために用いられ、１は、通常はデータが送信される電力レベルよりも高い単
一の既知の非ゼロ送信電力レベルのパイロットを表すために用いられる。チャート１７０
０において、セクターＡ、Ｂ及びＣのうちの１つにおけるデータの送信を例示するために
Ｄが用いられる。データ信号Ｄは、通常は、パイロット信号レベル１よりも低い電力レベ
ルでトーンにおいて送信され、従って、近隣セクターにおけるパイロットとの有意な干渉
を引き起こさない。データは、通常は、セクターの各々において、例示されたシンボル時
間中に図１７に示されない追加のトーンにおいて送信される。ＯＦＤＭ実施形態において
は、所定のセクターにおいて、該追加のデータトーンは、パイロット信号を送信するため
に用いられるトーンと直交であるためパイロットトーンと干渉しない。図１９は、無線端
末が基地局１２００から受信されたパイロット信号を処理するように動作させる方法１８
００を例示する。受信されたパイロット信号は、既知の異なる送信電力レベルで送信され
たパイロット信号であることができ、受信デバイスが様々な雑音寄与、例えば背景雑音及
びセクター間干渉、を決定するために有用な様々な信号測定及び計算を行うことを可能に
する。
【０１２５】
　方法１８００は、開始ノード１８０２において開始し、ステップ１８０４及び１８０８
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からそれぞれ始まる２つの処理経路に沿って進む。２つの処理経路は、例えば異なる送信
電力レベルを有する複数のパイロット信号が単一のシンボル時間中に送信される事例にお
いては並列で、例えばパイロットが異なるシンボル送信時間中に同じトーンを用いてただ
し異なる電力レベルで順次送信される事例においては直列で、実装することができる。
【０１２６】
　ステップ１８０４において、無線端末１３００は、送信電力Ｐ１で送信された第１のパ
イロット信号の振幅及び位相のうちの少なくとも１つを測定して第１の測定された信号値
を生成する。次に、ステップ１８０６において第１の測定された信号値が用いられる。ス
テップ１８０６において、少なくとも前記第１の測定された信号値を入力として用いる第
１の関数ｆ１に従って第１の測定された信号値から第１のチャネル品質指標値が生成され
る。関数ｆ１によって生成された第１のチャネル品質指標値は、例えば、前記第１の受信
されたパイロット信号に対応するＳＮＲ値又は信号電力値であることができる。関数ｆ１
は、第１のチャネル品質指標値を生成時に第１の測定された信号値に加えてその他の信号
測定値及び／又はその他の情報を用いることができる。動作は、ステップ１８０６からス
テップ１８１２に進む。
【０１２７】
　幾つかの実施形態においてはステップ１８０４と並行して実行することができるステッ
プ１８０８において、無線端末１３００は、送信電力Ｐ２で送信された第２のパイロット
信号の振幅又は位相のうちの少なくとも１つを測定し、ここで、Ｐ２はＰ１と異なる。測
定は、ステップ１８１０において用いられる第２の測定された信号値を生成する。ステッ
プ１８１０において、第２の測定された信号値を入力として用いる第２の関数ｆ２に従っ
て第２の測定された信号値から第２のチャネル品質指標値が生成される。第２の関数は、
前記第１の関数と異なり、少なくとも第２の測定された信号値を入力として用いるが、そ
の他の信号測定値も同様に入力として用いることができる。幾つかの実施形態においては
、第２の関数によって生成された第２のチャネル品質指標値は、第２のパイロット信号に
対応するＳＮＲ値であり、その他の実施形態においては、第２のパイロット信号に対応す
る信号電力値、例えば受信された信号電力の指標、である。動作は、ステップ１８１０か
らステップ１８１２に進む。
【０１２８】
　ステップ１８１２において、無線端末１３００は、測定された信号値及び／又は上述さ
れるその他の境界位置指標値から１つ以上のセクター境界に関する無線端末の所在位置を
決定する。ステップ１８１４において、無線端末１３００は、ステップ１８１２において
生成された相対的境界位置及び／又はその他の情報を用いて、例えば表２の列１に示され
る値のうちの１つに対応する値を有する境界位置指標値１８１４を生成する。ステップ１
８０６及び１８１０からの第１及び第２のチャネル品質値、及びステップ１８１４からの
境界位置指標値が存在する状態で、動作は送信ステップ１８１６に進み、生成された情報
が基地局１２００に送信されて戻される。
【０１２９】
　ステップ１８１６は、第１及び第２のチャネル品質指標値及び境界位置指標値を、例え
ば１つ以上のメッセージの一部として送信することを含む。２つの代替の処理経路が示さ
れ、単一の処理経路は特定の実施形態において用いられる。サブステップ１８２０におい
て開始し、１８２６において終了する第１の処理経路は、様々な情報が単一のメッセージ
に含められる事例を表す。ステップ１８３０において開始し、１８４０において終了する
第２の処理経路は、様々な値の各々を送信するために異なるメッセージが用いられる事例
に対応する。この状況におけるメッセージは、広義で解釈されるべきであり、通信される
べき特定値を搬送する信号を含む。
【０１３０】
　ステップ１８２０において、第１のチャネル品質指標値が第１のメッセージ内に組み入
れられる。次に、ステップ１８２２において、第２のチャネル品質指標値が第１のメッセ
ージ内に組み入れられる。次に、ステップ１８２４において、境界位置指標値が第１のメ
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ッセージ内に組み入れられる。次に、ステップ１８１６において、例えば無線通信リンク
を通じて第１のメッセージを送信することによって、第１のメッセージが基地局１２００
に通信される。この通信は、様々な実施形態においては、チャネル品質及び／又はその他
のフィードバック情報を無線端末から基地局１２００に報告するために用いられる制御チ
ャネルの１つ以上の専用時間スロットを用いて行われる。前記時間スロットを、チャネル
品質及びその他の情報を報告するために時間スロットを用いる無線端末専用にした結果、
セクター内のその他の無線端末又はデバイスは、時間スロットを使用しない。以上のよう
に、専用時間スロットの使用を通じて、送信の衝突が回避される。さらに、チャネルが特
定の制御情報の通信専用であることを考慮し、値は、送信された値の意味が何であるかを
示すヘッダー又はその他の情報を送信する必要なしに生成して時間スロットにおいて送信
することができる。すなわち、基地局１２００は、利用された制御チャネルにおいて送信
された値が一定の予め選択されたフォーマットを有することになり、例えば２ビット境界
位置指標値によって後続される第１及び第２のチャネル品質指標値を表すことを知ってい
る。従って、該メッセージ及び／又は値を送信するために用いられるオーバーヘッド、例
えばヘッダーオーバーヘッド、の量を最小にすることができる。生成された値の送信がス
テップ１８２６において完了されたことに伴い、動作はステップ１８０４及び１８０８に
戻り、新しいパイロット信号に関する信号測定が行われ、フィードバックプロセスが経時
で繰り返し続ける。
【０１３１】
　ステップ１８１６において示される代替値送信経路に対応するステップ１８３０におい
て、第１のチャネル品質指標値が第１のメッセージ、例えば信号、内に組み入れられ、次
に、ステップ１８３２において基地局に送信される。次に、ステップ１８３４において、
第２のチャネル品質指標値が第２のメッセージ、例えば信号、内に組み入れられ、ステッ
プ１８３６において送信される。ステップ１８３８において境界位置指標値が第３のメッ
セージ内に組み入れられ、次に、ステップ１８４０において基地局１２００に送信される
。ステップ８１２６において送信された結合メッセージの場合のように、ステップ１８３
２、１８３６及び１８４０において送信される個々のメッセージは、フィードバック情報
の通信専用の制御チャネルの専用セグメントを用いて送信することができる。動作は、ス
テップ１８４０からステップ１８０４及び１８０８に進み、チャネルフィードバック情報
を生成して基地局１２００に情報を報告する処理が経時で繰り返す。
【０１３２】
　図２０は、基地局（ＢＳ）１２００を動作させて例えばパイロットトーンを送信し及び
フィードバック情報を受信及び処理してデータ信号を送信する電力レベルを決定する方法
を例示する流れ図１９００を示す。方法は、ステップ１９０２において開始し、ステップ
１９０２において、基地局１２００に電源が投入されて動作可能になる。ステップ１９０
４において、多セクターアンテナ１２０５に結合された基地局の送信機１２０４は、予め
決められた電力レベル及びトーンを用いて同期化された形で同時に多セクターセル、例え
ば１１０４の各セクター、例えばＳ０　１１０６、Ｓ１　１１０８，Ｓ２　１１１０内に
パイロット信号を送信し、従って、セル１１０４のセクター１１０６、１１０８、１１１
０の各々の中へのパイロットトーンの送信が同じ組のトーンを使用しさらにセクター１１
０６、１１０８、１１１０の各々の中に実質的に同時に送信される。ステップ１９０４に
おけるパイロットトーンの送信は、パイロットトーン電力レベル情報１２３６及びトーン
情報１２３８を用いてパイロット信号生成及び送信制御ルーチン１２３０の指示下で行わ
れる。動作は、ステップ１９０６に進み、ステップ１９０６において、ＢＳ１２００は、
例えば一組のチャネル品質指標値、例えば第１及び第２のチャネル品質指標値、及びセク
ター境界位置情報を含むメッセージを少なくとも１つの無線端末（ＷＴ）１３００から受
信する。メッセージは、基地局１２００に含められている受信信号処理ルーチン１２６０
の指示下で受信される。ステップ１９０８において、基地局は、チャネル品質指標値抽出
モジュール１２６２の指示下において、例えば無線端末１３００から受信された単一のメ
ッセージから又は複数のメッセージから少なくとも２つの異なるチャネル品質指標値１２
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５０を抽出する。幾つかの実施形態においては、各チャネル品質指標値は、別個のメッセ
ージ内に存在する。他の実施形態においては、複数のチャネル品質指標値がＷＴ１３００
からの単一のメッセージ内に含められる。次に、ステップ１９１０において、基地局１２
００は、位置情報抽出モジュール１２６４の制御下において、多セクターセル内の境界に
対する無線端末１３００の位置を示す位置情報を受信されたメッセージ、例えば境界位置
指標値、から抽出する。この位置情報は、別個のメッセージにおいてＷＴ１３００によっ
て送信しておくことができ又はチャネル品質指標値を含むメッセージ内に含めておくこと
ができる。この位置情報は、ＷＴ１３００がセクター境界付近に存在するかどうかを識別
すること、及びセクター境界を識別する、例えば受信中のより高いレベルの送信電力に依
存する干渉を送信した隣接セクターを識別することができる。受信されたメッセージから
抽出されたセクター境界情報は、ＢＳ１２００内のセクター境界位置情報１２５２内に格
納される。
【０１３３】
　ステップ１９１２に進み、基地局１２００は、送信電力計算ルーチン１２２６の指示下
において、受信された前記第１及び第２のチャネル品質指標値１２５０を送信した前記無
線端末１３００において希望される信号対雑音比を達成させるために要求される送信電力
量を少なくとも第１及び第２のチャネル品質指標値１２５０から計算する。ステップ１９
１４において、基地局スケジューラモジュール１２２５が動作し、無線端末１３００に関
するスケジューリング決定を行う。サブステップ１９１６において、基地局スケジューラ
１２２５は、決定されたＳＮＲに基づいてＷＴ１３００に関する決定を行う、例えば、Ｂ
Ｓ１２００は、ＷＴ１３００の受信されたＳＮＲが使用されたデータレート及びコーディ
ング方式に関する最低の受け入れ可能なレベルを超えることになるような送信電力レベル
を有するチャネルにおいてＷＴ１３００へのセグメントをスケジューリングする。サブス
テップ１９１８において、ＢＳ１２００スケジュー１２２５は、例えばセクター境界付近
に存在するとして識別されたＷＴ１３００に関するセクター境界位置情報１２５２に基づ
いてＷＴ１３００に関する決定を行い、基地局１２００は、ＷＴ１３００にチャネルセグ
メントを割り当て、隣接セクター内の対応するチャネルセグメントは送信電力を有さない
。ステップ１９２０に進み、ＢＳ１２００送信機１２０５は、例えば符号器１２１４によ
って符号化されているユーザーデータ１２４４を含むことができる信号を、シグナリング
ルーチン１２２８の指示下において、受信された前記少なくとも２つのチャネル品質指標
値１２５０から決定された送信電力を用いて、スケジューリングされた時間にＷＴ１３０
０に送信する。
【０１３４】
　動作は、ステップ１９２０からステップ１９０４に戻り、方法が繰り返される。基地局
１２００は、ステップ１９０４における多セクターセルの各セクター内への同期化された
形でのパイロット信号の送信を定期的に繰り返す。しかしながら、異なる無線端末１３０
０は、無線端末の動作状態、例えばオン、ホールド、スリープ、等の要因に依存して異な
る時間及び／又は異なるレートで、一組のチャネル品質指標値１２５０及びセクター境界
位置情報１２５２を含むメッセージを送信することができる。
【０１３５】
　本発明は、とりわけ、本発明の様々な方法ステップのうちの１つ以上に従って処理を行
うようにプロセッサ又はその他のデバイスを制御するための、機械によって実行可能な命
令、例えばソフトウェアモジュール又はコマンド、を含む機械によって読み取り可能な媒
体、例えばメモリ、コンパクトディスク、等を対象とする。本発明の方法及び装置の様々
な特長は、ＯＦＤＭ、ＣＤＭＡ及びその他の型の通信システムを含むがこれらに限定され
ない広範な通信システムにおいて用いることができる。
【０１３６】
　図２１は、ｂｓｓＳｅｃｔｏｒＴｙｐｅ＝０である基地局セクターに関する典型的スー
パースロットに対応する典型的ダウンリンクヌルチャネル、典型的ダウンリンクパイロッ
トチャネル及び典型的ダウンリンクセクターヌルチャネルを例示する図２０００である。
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【０１３７】
　図４００は、基地局セクターアタッチメントポイントによって使用中のダウンリンクト
ーンブロックに関するスーパースロットに対応する典型的ダウンリンクエアリンク資源を
例示する。各々の小さいブロックは、１つのトーン－シンボルのエアリンク資源を表す。
典型的トーンブロックは、インデックス化（０．．１１２）された１１３の論理的トーン
を含む。典型的スーパースロットは、１１４のＯＦＤＭシンボル送信期間から成る継続時
間を有する。スーパースロットのシンボル送信期間は、インデックス化（０．．１１３）
される。
【０１３８】
　縦軸４０２は、論理的ダウンリンクトーンインデックスを表し、横軸４０４は、スーパ
ースロット内におけるＯＦＤＭシンボルインデックスを表す。凡例４０６は、（ｉ）完全
な陰影が付けられたブロック４０８は、ダウンリンクヌルチャネルトーンーシンボルを表
し、変調シンボル＝（０，０）であるセル－ヌルパイロット信号をトランスポートするた
めに用いられ、（ｉｉ）斜交線による陰影が付けられたブロック４１０は、変調シンボル
＝（ｓｑｒｔ（２），０）であるパイロット信号を送信するために用いられるダウンリン
クパイロットチャネルトーン－シンボルを表し、点による陰影が付けられたブロック４１
２は、ダウンリンクセクターヌルチャネルトーン－シンボルを表し、変調シンボル＝（０
，０）であるセクター－ヌルパイロット信号をトランスポートするために用いられること
を示す。セルヌル及びセクターヌルパイロット信号は、無線端末がダウンリンク干渉を測
定するために用いることができる空の信号である。
【０１３９】
　行４１４は、ダウンリンクセル－ヌルパイロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデック
ス＝２から始めて、スーパースロットにおける各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送
信期間中に論理的トーン１１２を用いて送信されることを示す。スーパースロット中には
、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信期間インデックス（２、６、１０、１４、
１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７
０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９８、１０２、１０６、１１０）に対応する
２８のセル－ヌルパイロットが存在する。行４１６は、ダウンリンクセクター－ヌルパイ
ロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデックス＝２から始めて、スーパースロットにおけ
る各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送信期間中に論理的トーン７９を用いて送信さ
れることを示す。スーパースロット中には、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信
期間インデックス（２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、
４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９
８、１０２、１０６、１１０）に対応する２８のセクター－ヌルパイロットが存在する。
この典型的実施形態においては、セクターヌルは、セルヌルと同じシンボル送信期間中に
発生し、それにより、同じＯＦＤＭシンボル送信期間中に複数の意図的ヌルトーンを用い
た無線端末によるダウンリンク干渉測定を容易にする。行（４１８、４２０、４２２、４
２４）は、２乃至１１３の範囲のインデックス値を有するスーパースロット中に各ＯＦＤ
Ｍシンボル期間中に送信される論理的トーン（０、２６、５３、及び８４）を用いる４つ
のパイロットが存在することを示す。
【０１４０】
　図２２は、ｂｓｓＳｅｃｔｏｒＴｙｐｅ＝１である基地局セクターに関する典型的スー
パースロットに対応する典型的ダウンリンクヌルチャネル、典型的ダウンリンクパイロッ
トチャネル及び典型的ダウンリンクセクターヌルチャネルを例示する図５００である。図
５００は、基地局セクターアタッチメントポイントによって使用中のダウンリンクトーン
ブロックに関するスーパースロットに対応する典型的ダウンリンクエアリンク資源を例示
する。各々の小さいブロックは、１つのトーン－シンボルのエアリンク資源を表す。典型
的トーンブロックは、インデックス化（０．．１１２）された１１３の論理的トーンを含
む。典型的スーパースロットは、１１４のＯＦＤＭシンボル送信期間から成る継続時間を
有する。スーパースロットのシンボル送信期間は、インデックス化（０．．１１３）され
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る。
【０１４１】
　縦軸５０２は、論理的ダウンリンクトーンインデックスを表し、横軸５０４は、スーパ
ースロット内のＯＦＤＭシンボルインデックスを表す。凡例５０６は、（ｉ）完全な陰影
が付けられたブロック５０８は、ダウンリンクヌルチャネルトーン－シンボルを表し、変
調シンボル＝（０，０）であるセル－ヌルパイロット信号をトランスポートするために用
いられ、（ｉｉ）斜交線による陰影が付けられたブロック５１０は、変調シンボル＝（ｓ
ｑｒｔ（２），０）であるパイロット信号を送信するために用いられるダウンリンクパイ
ロットチャネルトーン－シンボルを表し、点による陰影が付けられたブロック５１２は、
ダウンリンクセクターヌルチャネルトーン－シンボルを表し、変調シンボル＝（０，０）
であるセクター－ヌルパイロット信号をトランスポートするために用いられることを示す
。セルヌル及びセクターヌルパイロット信号は、無線端末がダウンリンク干渉を測定する
ために用いることができる空の信号である。
【０１４２】
　行５１４は、ダウンリンクセル－ヌルパイロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデック
ス＝２から始めて、スーパースロットにおける各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送
信期間中に論理的トーン１１２を用いて送信されることを示す。スーパースロット中には
、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信期間インデックス（２、６、１０、１４、
１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７
０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９８、１０２、１０６、１１０）に対応する
２８のセル－ヌルパイロットが存在する。行５１６は、ダウンリンクセクター－ヌルパイ
ロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデックス＝２から始めて、スーパースロットにおけ
る各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送信期間中に論理的トーン５３を用いて送信さ
れることを示す。スーパースロット中には、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信
期間インデックス（２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、
４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９
８、１０２、１０６、１１０）に対応する２８のセクター－ヌルパイロットが存在する。
この典型的実施形態においては、セクターヌルは、セルヌルと同じシンボル送信期間中に
発生し、それにより、同じＯＦＤＭシンボル送信期間中に複数の意図的ヌルトーンを用い
た無線端末によるダウンリンク干渉測定を容易にする。行（５１８、５２０、５２２、５
２４）は、２乃至１１３の範囲のインデックス値を有するスーパースロット中の各ＯＦＤ
Ｍシンボル期間中に送信される論理的トーン（２６、５２、７９及び１１０）を用いる４
つのパイロットが存在することを示す。
【０１４３】
　図２３は、ｂｓｓＳｅｃｔｏｒＴｙｐｅ＝２である基地局セクターに関する典型的スー
パースロットに対応する典型的ダウンリンクヌルチャネル、典型的ダウンリンクパイロッ
トチャネル及び典型的ダウンリンクセクターヌルチャネルを例示する図６００である。
【０１４４】
　図６００は、基地局セクターアタッチメントポイントによって使用中のダウンリンクト
ーンブロックに関するスーパースロットに対応する典型的ダウンリンクエアリンク資源を
例示する。各々の小さいブロックは、１つのトーン－シンボルのエアリンク資源を表す。
典型的トーンブロックは、インデックス化（０．．１１２）された１１３の論理的トーン
を含む。典型的スーパースロットは、１１４のＯＦＤＭシンボル送信期間から成る継続時
間を有する。スーパースロットのシンボル送信期間は、インデックス化（０．．１１３）
される。
【０１４５】
　縦軸６０２は、論理的ダウンリンクトーンインデックスを表し、横軸６０４は、スーパ
ースロット内におけるＯＦＤＭシンボルインデックスを表す。凡例６０６は、（ｉ）完全
な陰影が付けられたブロック６０８は、ダウンリンクヌルチャネルトーン－シンボルを表
し、変調シンボル＝（０，０）であるセル－ヌルパイロット信号をトランスポートするた
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めに用いられ、（ｉｉ）斜交線による陰影が付けられたブロック６１０は、変調シンボル
＝（ｓｑｒｔ（２），０）であるパイロット信号を送信するために用いられるダウンリン
クパイロットチャネルトーン－シンボルを表し、点による陰影が付けられたブロック６１
２は、ダウンリンクセクターヌルチャネルトーン－シンボルを表し、変調シンボル＝（０
，０）であるセクター－ヌルパイロット信号をトランスポートするために用いられること
を示す。セルヌル及びセクターヌルパイロット信号は、無線端末がダウンリンク干渉を測
定するために用いることができる空の信号である。
【０１４６】
　行６１４は、ダウンリンクセル－ヌルパイロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデック
ス＝２から始めて、スーパースロットにおける各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送
信期間中に論理的トーン１１２を用いて送信されることを示す。スーパースロット中には
、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信期間インデックス（２、６、１０、１４、
１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７
０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９８、１０２、１０６、１１０）に対応する
２８のセル－ヌルパイロットが存在する。行６１６は、ダウンリンクセクター－ヌルパイ
ロット信号が、ＯＦＤＭシンボルインデックス＝２から始めて、スーパースロットにおけ
る各々の第４の連続するＯＦＤＭシンボル送信期間中に論理的トーン２６を用いて送信さ
れることを示す。スーパースロット中には、スーパースロット内のＯＦＤＭシンボル送信
期間インデックス（２、６、１０、１４、１８、２２、２６、３０、３４、３８、４２、
４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９
８、１０２、１０６、１１０）に対応する２８のセクター－ヌルパイロットが存在する。
この典型的実施形態においては、セクターヌルは、セルヌルと同じシンボル送信期間中に
発生し、それにより、同じＯＦＤＭシンボル送信期間中に複数の意図的ヌルトーンを用い
た無線端末によるダウンリンク干渉測定を容易にする。行（６１８、６２０、６２２、６
２４）は、２乃至１１３の範囲のインデックス値を有するスーパースロット中の各ＯＦＤ
Ｍシンボル期間中に送信される論理的トーン（２４、５３、７９及び１１０）を用いる４
つのパイロットが存在することを示す。
【０１４７】
　図４、５、及び６に関して説明される典型的実施形態において、ダウンリンクセルヌル
チャネルは、基地局セクター型（０、１、２）の各々に関して同じであることが注目され
るべきである。所定の論理的トーンにおけるパイロット／セクター－ヌル信号の点で３つ
のセクター型を検討すると、次の２つの明確なパターンが存在する。すなわち、（１）所
定のセクター型に関して、論理的ダウンリンクトーンがセクターヌルシグナリングに関し
て用いられる場合は、同じ論理的ダウンリンクトーンが、その他の２つのセクター型によ
ってパイロットシグナリングに関して用いられ、（２）所定のセクター型に関して、論理
的トーンがパイロットシグナリングに関して用いられるが、他のセクター型によるセクタ
ーヌルシグナリングに関しては用いられない場合は、論理的トーンは、その他のセクター
型によるパイロットシグナリングに関しても用いられない。
【０１４８】
　図２４Ａは、無線通信システムにおけるビーコンシグナリングに関する方法を例示する
流れ図である。ステップ２４０２において、第１の組のトーンがＯＦＤＭシンボルの第１
の組において決定される。例えば、第１の組のトーンは、第１のＦＤＭシンボル中におけ
る第１のセクター内のパイロットトーン、例えば、図２１に関して示されるＯＦＤＭシン
ボル２及び行４１８、４２０、４２２及び４２４における論理的パイロットトーンの結果
生じる物理的パイロットトーン、であることができる。図２１乃至２３に関して上述され
るように、示されるトーンは論理的トーンである。トーンは、１つのＯＦＤＭシンボルか
ら次のＯＦＤＭシンボルに周波数ホップされる。従って、例えば、行４２０のシンボル２
内の論理的トーンは、行４２０のシンボル３内の論理トーンに対応する物理的トーンとは
異なる物理的トーンに対応する。ステップ２４０２に関する例を続けると、第１の組のＦ
ＤＭシンボルは、図２１、２２及び２３に関して示されるシンボル２乃至１１３であるこ
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とができる。ＦＤＭシンボルは、ＯＦＤＭシンボルであることができる。ステップ２４０
４において、一組の既知のシンボルが、予め決められた電力においてＦＤＭシンボルの第
１の組内の第１のＦＤＭシンボル内の第１の組のトーンにおいて第１のセクターに送信さ
れる。例えば、第１のＦＤＭシンボルは、図２１に関して示されるＯＦＤＭシンボル２で
あることができる。例えば、既知のシンボルは、パイロットシンボルであることができる
。
【０１４９】
　ステップ２４０６において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第２の組のトーンが決定さ
れ、ＦＤＭシンボルの第２の組は、ＦＤＭシンボルの第１の組の部分組である。例えば、
第２の組のトーンは、図２１に関して示される行４１６内のＯＦＤＭシンボル２のセクタ
ーヌルトーンに対応する物理的トーンであることができる。例えば、ＦＤＭシンボルの第
２の組は、図２１、２２及び２３に関して示される、ＯＦＤＭシンボル２、６、１０、１
４、１８、２２、２６、３０、３４、４２、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０
、７４、７８、８２、８６、９０、９４、９８、１０２、１０６及び１１０であることが
できる。ステップ２４０８において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第２のＦＤＭシンボ
ル内の第２の組のトーンにおいては第１のセクターからは電力が送信されない。例えば、
第２のＦＤＭシンボルは、図２１に関して示されるシンボル２であることができる。
【０１５０】
　ステップ２４１０において、ＦＤＭシンボルの第１の組内の第３の組のトーンが決定さ
れる。例えば、第３の組のトーンは、図２２に関して示される、行５１８、５２０、５２
２及び５２４のＯＦＤＭシンボル２内の論理的トーンに対応する物理的パイロットトーン
であることができる。ステップ２４１２において、既知のシンボルの組が、予め決められ
た電力においてＦＤＭシンボルの第１の組内の第３のＦＤＭシンボル内の第３の組のトー
ンにおいて第２のセクターに送信される。例えば、第３のＦＤＭシンボルは、図２２に関
して示される、シンボル２であることができる。ステップ２４１４において、ＦＤＭシン
ボルの第３の組内の第４の組のトーンが決定される。例えば、第４の組のトーンは、図２
２に関して示される、行５１６のＯＦＤＭシンボル２内のセクターヌルトーンに対応する
物理的トーンであることができる。ステップ２４１６において、ＦＤＭシンボルの第３の
組内の第４のＦＤＭシンボル内の第４の組のトーンにおいては第２のセクターには電力が
送信されない。例えば、第４のＦＤＭシンボルは、図２２に関して示される、ＯＦＤＭシ
ンボル２であることができる。
【０１５１】
　図２４Ｂは、図２４Ａに関して説明される方法に従うことができる無線通信システムに
おけるビーコンシグナリング方法を例示する流れ図である。ステップ２４１８において、
ＦＤＭシンボルの第１の組において第５の組のトーンが決定される。例えば、第５の組の
トーンは、第１のセクター内の論理的パイロットトーン、例えば図２１に関して示される
行４１８、４２０、４２２及び４２４のＯＦＤＭシンボル６内のパイロットトーン、に対
応するする物理的トーンであることができる。上述されるように、図２１に関して示され
るトーンは、物理的トーンではなく論理的トーンである。物理的トーンは、論理的トーン
に関する周波数ホッピングの結果である。従って、シンボル６における行４２０、４２２
及び４２４の論理的トーンの結果生じる物理的トーンは、シンボル２における行４２０、
４２２及び４２４の論理的トーンの結果生じる物理的トーンとは異なる。ステップ２４２
０において、既知のシンボルの組は、予め決められた電力においてＦＤＭシンボルの第１
の組の内の第５のＦＤＭシンボル内の第５の組のトーンにおいて第１のセクターに送信さ
れる。例えば、第５のＦＤＭシンボルは、図２１に関して示される、ＯＦＤＭシンボル６
であることができる。
【０１５２】
　ステップ２４２２において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第６の組のトーンが決定さ
れる。例えば、第６の組のトーンは、図２１に関して示される行４１６のＯＦＤＭシンボ
ル６内のセクターヌルトーンに対応する物理的トーンであることができる。ステップ２４
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２４において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第６のＦＤＭシンボル内の第６の組のトー
ンにおいては第１のセクターからは電力が送信されない。例えば、第６のＦＤＭシンボル
は、図２１に関して示される、シンボル６であることができる。
【０１５３】
　ステップ２４２６において、ＦＤＭシンボルの第１の組内の第７の組のトーンが決定さ
れる。例えば、第７の組のトーンは、図２２に関して示される、行５１８、５２０、５２
２及び５２４のＯＦＤＭシンボル６内のパイロットトーンに対応する物理的トーンである
ことができる。ステップ２４２８において、一組の既知のシンボルが、予め決められた電
力においてＦＤＭシンボルの第１の組内の第７のＦＤＭシンボル内の第７の組のトーンに
おいて第２のセクターに送信される。例えば、第７のＦＤＭシンボルは、図２２に関して
示される、シンボル６であることができる。ステップ２４３０において、ＦＤＭシンボル
の第３の組内の第８の組のトーンが決定される。例えば、第８の組のトーンは、図２２に
関して示される、行５１６のＯＦＤＭシンボル６内のセクターヌルトーンに対応する物理
的トーンであることができる。ステップ２４３２において、ＦＤＭシンボルの第３の組内
の第８のＦＤＭシンボル内の第８の組のトーンにおいては第２のセクターには電力が送信
されない。例えば、第８のＦＤＭシンボルは、図２２に関して示される、ＯＦＤＭシンボ
ル６であることができる。
【０１５４】
　図２５Ａは、無線通信システムにおけるビーコンシグナリングに関する無線通信デバイ
ス、例えば、図１２に関して説明される基地局１２００、を例示するブロック図である。
図２５Ａに関して説明されるモジュールは、メモリ１２１０内のルーチン１２１８内の基
地局制御ルーチン１２２４内に格納することができ、プロセッサ１２０６において実行す
るか又は送信機１２１４又はプロセッサ１２０６と送信機１２１４の組合せにおいて実行
することができる。モジュール２５０２においては、ＦＤＭシンボルの第１の組において
第１の組のトーンが決定される。例えば、第１の組のトーンは、第１のＦＤＭシンボル中
における第１のセクター内のパイロットトーン、例えば図２１に関して示されるＯＦＤＭ
シンボル２及び行４１８、４２０、４２２及び４２４における論理的パイロットトーンの
結果生じる物理的パイロットトーン、であることができる。ＦＤＭシンボルの第１の組は
、図２１、２２及び２３に関して示されるシンボル２乃至１１３であることができる。Ｆ
ＤＭシンボルは、ＯＦＤＭシンボルであることができる。モジュール２５０４において、
一組の既知のシンボルが、予め決められた電力においてＦＤＭシンボルの第１の組内の第
１のＦＤＭシンボル内の第１の組のトーンにおいて第１のセクターに送信される。例えば
、第１のＦＤＭシンボルは、図２１に関して示される、ＯＦＤＭシンボル２であることが
できる。例えば、既知のシンボルは、パイロットシンボルであることができる。
【０１５５】
　モジュール２５０６において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第２の組のトーンが決定
され、ＦＤＭシンボルの第２の組は、ＦＤＭシンボルの第１の組の部分組である。例えば
、第２の組のトーンは、図２１に関して示される行４１６のＯＦＤＭシンボル２のセクタ
ーヌルトーンに対応する物理的トーンであることができる。例えば、ＯＦＤＭシンボルの
第２の組は、図２１、２２及び２３に示される、ＯＦＤＭシンボル２、６、１０、１４、
１８、２２、２６、３０、３４、４２、４６、５０、５４、５８、６２、６６、７０、７
４、７８、８２、８６、９０、９４、９８、１０２、１０６及び１１０であることができ
る。ステップ２４０８において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第２のＦＤＭシンボル内
の第２の組のトーンにおいては第１のセクターからは電力が送信されない。例えば、第２
のＦＤＭシンボルは、図２１に関して示される、シンボル２であることができる。
【０１５６】
　モジュール２５１０において、ＦＤＭシンボルの第１の組内の第３の組のトーンが決定
される。例えば、第３の組のトーンは、図２２に関して示される、行５１８、５２０、５
２２及び５２４のＯＦＤＭシンボル２内の論理的トーンに対応する物理的パイロットトー
ンであることができる。モジュール２５１２において、一組の既知のシンボルが、予め決
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められた電力においてＦＭＤシンボルの第１の組内の第３のＦＤＭシンボル内の第３の組
のトーンにおいて第２のセクターに送信される。例えば、第３のＦＤＭシンボルは、図２
２に関して示される、シンボル２であることができる。モジュール２４１４において、Ｆ
ＤＭシンボルの第３の組内の第４の組のトーンが決定される。例えば、図２２に関して示
される、行５１６のＯＦＤＭシンボル２内のセクターヌルトーンに対応する物理的トーン
であることができる。モジュール２５１６において、ＦＤＭシンボルの第３の組内の第４
のＦＤＭシンボル内の第４の組のトーンにおいては第２のセクターには電力が送信されな
い。例えば、第４のＦＤＭシンボルは、図２２に関して示される、ＯＦＤＭシンボル２で
あることができる。
【０１５７】
　図２５Ｂは、無線通信システムにおけるビーコンシグナリングに関する無線通信デバイ
スを例示するブロック図である。モジュール２５１８において、第５の組のトーンがＦＤ
Ｍシンボルの第１の組において決定される。例えば、第５の組のトーンは、第１のセクタ
ー内の論理的パイロットトーン、例えば、図２１に関して示される、行４１８、４２０、
４２２及び４２４のＯＦＤＭシンボル６内のパイロットトーン、に対応する物理的パイロ
ットトーンであることができる。モジュール２５２０において、一組の既知のシンボルが
、予め決められた電力においてＦＭＤシンボルの第１の組内の第５のＦＤＭシンボル内の
第５の組のトーンにおいて第１のセクターに送信される。例えば、第５のＦＤＭシンボル
は、図２１に関して示される、ＯＦＤＭシンボル６であることができる。
【０１５８】
　モジュール２５２２において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第６の組のトーンが決定
される。例えば、第６の組のトーンは、図２１に関して示される行４１６のＯＦＤＭシン
ボル６内のセクターヌルトーンに対応する物理的トーンであることができる。モジュール
２５２４において、ＦＤＭシンボルの第２の組内の第６のＦＤＭシンボル内の第６の組の
トーンにおいては第１のセクターからは電力が送信されない。例えば、第６のＦＤＭシン
ボルは、図２１に関して示される、ＯＦＤＭシンボル６であることができる。
【０１５９】
　モジュール２５２６において、ＦＤＭシンボルの第１の組内の第７の組のトーンが決定
される。例えば、第７の組のトーンは、図２２に関して示される、行５１８、５２０、５
２２及び５２４のＯＦＤＭシンボル６内の論理的トーンに対応する物理的パイロットトー
ンであることができる。モジュール２４２８において、一組の既知のシンボルが、予め決
められた電力においてＦＭＤシンボルの第１の組内の第７のＦＤＭシンボル内の第７の組
のトーンにおいて第２のセクターに送信される。例えば、第７のＦＤＭシンボルは、図２
２に関して示される、シンボル６であることができる。モジュール２５３０において、Ｆ
ＤＭシンボルの第３の組内の第８の組のトーンを決定される。例えば、第８の組のトーン
は、図２２に関して示される、行５１６のＯＦＤＭシンボル６内のセクターヌルトーンに
対応する物理的トーンであることができる。モジュール２５３２において、ＦＤＭシンボ
ルの第３の組内の第８のＦＤＭシンボル内の第８の組のトーンにおいては第２のセクター
には電力が送信されない。例えば、第８のＦＤＭシンボルは、図２２に関して示される、
ＯＦＤＭシンボル６であることができる。
【０１６０】
　図２５Ａ及び２５Ｂに関して説明されるモジュールのうちの１つ以上は、単一のモジュ
ールに結合することができる。例えば、モジュール２５０２及び２５０６の機能は、２つ
の別個のモジュールによってではなく同じモジュールによって実行することができる。同
様に、モジュール２５０４及び２５１２の機能は、２つの別個のモジュールによってでは
なく同じモジュール又はデバイスによって実行することができる。
【０１６１】
　様々な実施形態においては、本明細書において説明されるノードは、１つ以上の方法に
対応するステップ、例えば、信号処理ステップ、メッセージ生成ステップ及び／又は送信
ステップを実行するための１つ以上のモジュールを用いて実装される。従って、幾つかの
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実施形態においては、様々な特長がモジュールを用いて実装される。該モジュールは、ソ
フトウェア、ハードウェア又はソフトウェアとハードウェアの組合せを用いて実装するこ
とができる。上述される方法又は方法ステップの多くは、例えば１つ以上のノードにおい
て上述される方法の全部又は一部を実装するように機械、例えば追加のハードウェアを有
する又は有さない汎用コンピュータ、を制御するための、機械によって読み取り可能な媒
体、例えばＲＡＭ、フロッピーディスク、等のメモリデバイス、の中に含まれる機械によ
って実行可能な命令、例えばソフトウェア、を用いて実装することができる。従って、と
りわけ、本発明は、機械、例えばプロセッサ及び関連するハードウェア、に上述される方
法のステップのうちの１つ以上を実行させるための機械によって実行可能な命令を含む機
械によって読み取り可能な媒体を対象とする。
【０１６２】
　上記の説明に鑑みて、上述される方法及び装置に関する数多くの追加の変形が当業者に
とって明確になるであろう。該変形は、本発明の適用範囲内であるとみなされるべきであ
る。方法及び装置は、ＣＤＭＡ、直交周波数分割多重化（ＯＦＤＭ）、又はアクセスノー
ドとモバイルノードとの間において無線通信リンクを提供するために用いることができる
様々なその他の型の通信技術とともに用いることができ、そして様々な実施形態において
用いられる。幾つかの実施形態においては、アクセスノードは、ＯＦＤＭ及び／又はＣＤ
ＭＡを用いるモバイルノードとの通信リンクを確立する基地局として実装される。様々な
実施形態においては、モバイルノードは、ノート型コンピュータ、パーソナルデータアシ
スタント（ＰＤＡ）、又は受信機／送信機回路及び論理及び／又はルーチンを含むその他
のポータブルデバイスとして実装される。
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